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山形県内で唯一のフルマラソン
10/20　第 33 回長井マラソン大会

02 平成30年度長井市決算を報告します
10 公立置賜長井病院診療体制

11 高齢者/障がいがある人のご自宅の除雪を支援します

12 11月は児童虐待防止推進月間です

08 11月はＤＶ防止推進月間です

主
な
内
容



区　分 金　額 構成比
前年度との

比較増減率

消
費
的
経
費

人件費 2,137,813 14.4 △ 2.1

物件費 2,147,904 14.5 3.2

維持補修費 446,471 3.0 △ 34.2

扶助費 2,402,131 16.2 △ 1.7

補助費等 1,920,926 13.0 △ 1.8

計 9,055,245 61.1 △ 3.1

投
資
的
経
費

普通建設事業費 2,595,984 17.5 25.3

災害復旧事業費 0 0.0 －

計 2,595,984 17.5 25.3

そ
の
他
の
経
費

公債費 1,094,764 7.4 5.3

積立金 261,201 1.8 △ 39.3

投資・出資金・貸出金 49,861 0.3 △ 55.5

繰出金 1,756,658 11.9 △ 7.0

計 3,162,484 21.4 △ 8.9

合　計 14,813,713 100.0 △ 0.5

用

語

解

説

◇
一
般
会
計

　一
般
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
会
計

◇
特
別
会
計

　特
定
の
歳
入
で
の
事
業
の
経

費
を
ま
か
な
う
場
合
に
設
置
さ
れ
る
会
計

◆
分
担
金
及
び
負
担
金

　特
定
の
利
益
を
受

け
た
人
や
団
体
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
い

た
お
金

◆
使
用
料
及
び
手
数
料

　施
設
の
使
用
料
や

住
民
票
交
付
な
ど
の
手
数
料

◆
財
産
収
入

　市
の
持
つ
財
産
を
運
用
し
た

り
売
っ
た
り
し
た
お
金

◆
繰
入
金

　各
種
基
金
や
特
別
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
た
お
金

◆
地
方
交
付
税

　市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

◆
市
債

　国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た

お
金

◆
地
方
譲
与
税

　国
や
県
に
納
め
ら
れ
た
税

金
な
ど
か
ら
一
定
割
合
で
交
付
さ
れ
た
お

金
◆
自
主
財
源

　市
が
自
前
で
調
達
で
き
る
お

金
◆
依
存
財
源

　国
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
自

主
財
源
以
外
の
お
金

◆
総
務
費

　庁
舎
管
理
や
戸
籍
・
住
民
票
・

徴
税
な
ど
に
使
う
お
金

◆
民
生
費

　高
齢
者
や
児
童
の
福
祉
、
生
活

保
護
な
ど
に
使
う
お
金

◆
公
債
費

　借
金
返
済
に
使
う
お
金

◆
扶
助
費

　生
活
保
護
法
や
児
童
福
祉
法
な

ど
に
基
づ
き
、
そ
の
対
象
者
の
生
活
を
守

る
た
め
に
使
う
お
金

◆
積
立
金

　基
金
な
ど
に
積
み
立
て
る
た
め

の
お
金

◆
繰
出
金

　特
別
会
計
へ
の
補
充
の
た
め
の

支
出
さ
れ
る
お
金

一般会計性質別決算 特別会計と企業会計（水道事業会計）

会計名
歳入

決算額

歳出

決算額

国民健康保険

特別会計
2,509,112 2,354,049

公共下水道事業

特別会計
1,303,807 1,303,302

山形鉄道運営助成事業

特別会計
163,273 163,273

農業集落排水事業

特別会計
154,794 154,285

訪問看護事業

特別会計
35,807 35,707

介護保険特別会計 3,247,409 3,178,316

浄化槽事業特別会計 96,392 95,890

後期高齢者医療

特別会計
342,118 336,834

宅地開発事業

特別会計
43,667 43,667

水道事業会計（税込） 722,956 587,947

地方公共団体の財政の健全化

に関する法律により、地方公共

団体では、健全化判断比率及び

公営企業会計資金不足比率の公

表が義務付けられています。平

成 30年度も長井市は早期健全

化基準に該当しませんでした。

また、5つの公営企業会計（水

道事業会計、公共下水道事業特

別会計、農業集落排水事業特別

会計、浄化槽事業特別会計、宅

地開発事業特別会計）では資金

不足が生じていないため、資金

不足比率の計上はありません。

健全化判断比率と資金不足比率

実質赤字

比率

公共事業会

計を除いた

会計の収支

が赤字か黒

字かを表す

指標。

連結実質

赤字比率

公営事業会計

を含んだ会計

の収支が赤字

か黒字かを表

す指標。

実質公債費

比率

年間収入額に対す

る負債返済の割合。

平成28 ～30 年度の

3 カ年平均で算定、

数値が大きいほど

サービスに回せる

お金が少なくなる。

将来負担

比率

年間収入額に対

する今後返済す

べき負債の割合。

数値が大きいほ

ど将来財政を圧

迫する可能性が

高い。

長井市の比率 － － 11.3 144.7

早期健全化基準

（イエローカード）
13.78 18.78 25.0 350.0

財政再生基準

（レッドカード）
20.00 35.00 35.0

▼健全化判断比率

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：%）
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会　計 金　額

普通会計 14,470,549

公共下水道事業

特別会計
5,660,575

農業集落排水事業

特別会計
604,878

浄化槽事業特別会計 394,272

宅地開発事業

特別会計
0

合　計 21,130,274

平成 30年度　長井市

決算を報告します
平成30年度決算が 9月定例議会で認定されました。私達の税金や国からの交付金などが、どのように使わ

れたのかをお知らせします。 ※問い合わせ　市財政課☎（87）0816

一般会計歳入

152億9,081万4千円

一般会計歳出

148億 1,371万 2千円

歳入歳出の差し引き残額は 4億7,710

万 2千円で、この中には翌年度に繰

り越される財源（繰越明許費繰越額）

8,024万2千円が含まれているため、こ

れを差し引いた実質収支額は 3億9,686

万円です。さらにここから29年度実質

収支額（29年度までの黒字分で30年度

に繰り越された額）4億 6,860万2千円

を差し引いた単年度収支では、7,174

万2千円の赤字となりました。万2千円の赤字となりました。

■歳　入　前年度に比べ、寄附金、

繰入金の減少などにより、自主財

源は5億2,224万2千円(8.8%)の減と

なりました。一方、地方消費税交

付金、市債などが増加したことに

より、依存財源は4億4,002万1千円

(4 .7%)の増となり、歳入全体とし

ては、前年度に比べ8,222万2千円

(0.5%)の減となりました。

万2千円の赤字となりました。

■歳　入　前年度に比べ、寄附金、

繰入金の減少などにより、自主財

源は5億2,224万2千円(8.8%)の減と

なりました。一方、地方消費税交

付金、市債などが増加したことに

より、依存財源は4億4,002万1千円

(4 .7%)の増となり、歳入全体とし

ては、前年度に比べ8,222万2千円

(0.5%)の減となりました。

■歳　出　歳出全体に占める割合の

高い順に民生費、総務費、土木費、

教育費となっています。性質別決

算（2ページ左上表）で見ると、普

通建設事業費、物件費などが増加

していますが、維持補修費、積立

金などの減少により、歳出全体と

しては、7,136万円(0.5%)の減とな

りました。

■歳　出 歳出全体に占める割合の

高い順に民生費、総務費、土木費、

教育費となっています。性質別決

算（2ページ左上表）で見ると、普

通建設事業費、物件費などが増加

していますが、維持補修費、積立

金などの減少により、歳出全体と

しては、7,136万円(0.5%)の減とな

りました。

▼市債残高
（水道事業会計を除く）（単位：千円）

◇それぞれ千円未満を四捨五入していますので、合計と一致しな

い場合があります。

市税

32億3,052万円1千円

（21.1％）

分担金及び負担金

1億2,737万6千円（0.8％）

使用料及び手数料

1億6,089万1千円

（1.0％）

繰越金

4億8,796万4千円

（3.2％）

諸収入

2億9,941万9千円

（2.0％）

財産収入、寄附金、繰入金

11億2,547万1千円

（7.4％）

地方譲与税

1億6,293万6千円（1.1％）

地方交付税

43億3,729万7千円（28.4％）

国庫支出金

15億5,203万6千円

（10.2％）

県支出金

9億1,337万5千円

（6.0％）

市債

22億6,265万円

（14.8％）

その他 6億3,088万円（4.0％）

（地方消費税交付金、自動車取得税交付金など）

総務費

22億1,823万4千円

（15.0％）

民生費

42億1,300万円

（28.4％）

衛生費

10億6,107万4千円

（7.2％）農林水産業費

7億1,707万3千円（4.8％）

商工費

4億5,400万（3.1％）

土木費

19億 2,900万 6千円

（13.0％）

消防費

9億 8,551万 8千円

（6.7％）

教育費

19億1,458万9千円

（12.9％）

公債費

10億9,476万4千円

（7.4％）

その他 2億2,645万5千円（1.5％）

（議会費、労働費など）

自主財源

（35.5％）

依存財源

（64.5％）

広報ながい　2019．11．1　 　2



区　分 金　額 構成比
前年度との

比較増減率

消
費
的
経
費

人件費 2,137,813 14.4 △ 2.1

物件費 2,147,904 14.5 3.2

維持補修費 446,471 3.0 △ 34.2

扶助費 2,402,131 16.2 △ 1.7

補助費等 1,920,926 13.0 △ 1.8

計 9,055,245 61.1 △ 3.1

投
資
的
経
費

普通建設事業費 2,595,984 17.5 25.3

災害復旧事業費 0 0.0 －

計 2,595,984 17.5 25.3

そ
の
他
の
経
費

公債費 1,094,764 7.4 5.3

積立金 261,201 1.8 △ 39.3

投資・出資金・貸出金 49,861 0.3 △ 55.5

繰出金 1,756,658 11.9 △ 7.0

計 3,162,484 21.4 △ 8.9

合　計 14,813,713 100.0 △ 0.5

用

語

解

説

◇
一
般
会
計

　一
般
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
会
計

◇
特
別
会
計

　特
定
の
歳
入
で
の
事
業
の
経

費
を
ま
か
な
う
場
合
に
設
置
さ
れ
る
会
計

◆
分
担
金
及
び
負
担
金

　特
定
の
利
益
を
受

け
た
人
や
団
体
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
い

た
お
金

◆
使
用
料
及
び
手
数
料

　施
設
の
使
用
料
や

住
民
票
交
付
な
ど
の
手
数
料

◆
財
産
収
入

　市
の
持
つ
財
産
を
運
用
し
た

り
売
っ
た
り
し
た
お
金

◆
繰
入
金

　各
種
基
金
や
特
別
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
た
お
金

◆
地
方
交
付
税

　市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金

◆
市
債

　国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た

お
金

◆
地
方
譲
与
税

　国
や
県
に
納
め
ら
れ
た
税

金
な
ど
か
ら
一
定
割
合
で
交
付
さ
れ
た
お

金
◆
自
主
財
源

　市
が
自
前
で
調
達
で
き
る
お

金
◆
依
存
財
源

　国
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
自

主
財
源
以
外
の
お
金

◆
総
務
費

　庁
舎
管
理
や
戸
籍
・
住
民
票
・

徴
税
な
ど
に
使
う
お
金

◆
民
生
費

　高
齢
者
や
児
童
の
福
祉
、
生
活

保
護
な
ど
に
使
う
お
金

◆
公
債
費

　借
金
返
済
に
使
う
お
金

◆
扶
助
費

　生
活
保
護
法
や
児
童
福
祉
法
な

ど
に
基
づ
き
、
そ
の
対
象
者
の
生
活
を
守

る
た
め
に
使
う
お
金

◆
積
立
金

　基
金
な
ど
に
積
み
立
て
る
た
め

の
お
金

◆
繰
出
金

　特
別
会
計
へ
の
補
充
の
た
め
の

支
出
さ
れ
る
お
金

一般会計性質別決算 特別会計と企業会計（水道事業会計）

会計名
歳入

決算額

歳出

決算額

国民健康保険

特別会計
2,509,112 2,354,049

公共下水道事業

特別会計
1,303,807 1,303,302

山形鉄道運営助成事業

特別会計
163,273 163,273

農業集落排水事業

特別会計
154,794 154,285

訪問看護事業

特別会計
35,807 35,707

介護保険特別会計 3,247,409 3,178,316

浄化槽事業特別会計 96,392 95,890

後期高齢者医療

特別会計
342,118 336,834

宅地開発事業

特別会計
43,667 43,667

水道事業会計（税込） 722,956 587,947

地方公共団体の財政の健全化

に関する法律により、地方公共

団体では、健全化判断比率及び

公営企業会計資金不足比率の公

表が義務付けられています。平

成 30年度も長井市は早期健全

化基準に該当しませんでした。

また、5つの公営企業会計（水

道事業会計、公共下水道事業特

別会計、農業集落排水事業特別

会計、浄化槽事業特別会計、宅

地開発事業特別会計）では資金

不足が生じていないため、資金

不足比率の計上はありません。

健全化判断比率と資金不足比率

実質赤字

比率

公共事業会

計を除いた

会計の収支

が赤字か黒

字かを表す

指標。

連結実質

赤字比率

公営事業会計

を含んだ会計

の収支が赤字

か黒字かを表

す指標。

実質公債費

比率

年間収入額に対す

る負債返済の割合。

平成28 ～30 年度の

3 カ年平均で算定、

数値が大きいほど

サービスに回せる

お金が少なくなる。

将来負担

比率

年間収入額に対

する今後返済す

べき負債の割合。

数値が大きいほ

ど将来財政を圧

迫する可能性が

高い。

長井市の比率 － － 11.3 144.7

早期健全化基準

（イエローカード）
13.78 18.78 25.0 350.0

財政再生基準

（レッドカード）
20.00 35.00 35.0

▼健全化判断比率

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：%）
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会　計 金　額

普通会計 14,470,549

公共下水道事業

特別会計
5,660,575

農業集落排水事業

特別会計
604,878

浄化槽事業特別会計 394,272

宅地開発事業

特別会計
0

合　計 21,130,274

平成 30年度　長井市

決算を報告します
平成30年度決算が 9月定例議会で認定されました。私達の税金や国からの交付金などが、どのように使わ

れたのかをお知らせします。 ※問い合わせ　市財政課☎（87）0816

一般会計歳入

152億9,081万4千円

一般会計歳出

148億 1,371万 2千円

歳入歳出の差し引き残額は 4億7,710

万 2千円で、この中には翌年度に繰

り越される財源（繰越明許費繰越額）

8,024万2千円が含まれているため、こ

れを差し引いた実質収支額は 3億9,686

万円です。さらにここから29年度実質

収支額（29年度までの黒字分で30年度

に繰り越された額）4億 6,860万2千円

を差し引いた単年度収支では、7,174

万2千円の赤字となりました。万2千円の赤字となりました。

■歳　入　前年度に比べ、寄附金、

繰入金の減少などにより、自主財

源は5億2,224万2千円(8.8%)の減と

なりました。一方、地方消費税交

付金、市債などが増加したことに

より、依存財源は4億4,002万1千円

(4 .7%)の増となり、歳入全体とし

ては、前年度に比べ8,222万2千円

(0.5%)の減となりました。

万2千円の赤字となりました。

■歳　入　前年度に比べ、寄附金、

繰入金の減少などにより、自主財

源は5億2,224万2千円(8.8%)の減と

なりました。一方、地方消費税交

付金、市債などが増加したことに

より、依存財源は4億4,002万1千円

(4 .7%)の増となり、歳入全体とし

ては、前年度に比べ8,222万2千円

(0.5%)の減となりました。

■歳　出　歳出全体に占める割合の

高い順に民生費、総務費、土木費、

教育費となっています。性質別決

算（2ページ左上表）で見ると、普

通建設事業費、物件費などが増加

していますが、維持補修費、積立

金などの減少により、歳出全体と

しては、7,136万円(0.5%)の減とな

りました。

■歳　出 歳出全体に占める割合の

高い順に民生費、総務費、土木費、

教育費となっています。性質別決

算（2ページ左上表）で見ると、普

通建設事業費、物件費などが増加

していますが、維持補修費、積立

金などの減少により、歳出全体と

しては、7,136万円(0.5%)の減とな

りました。

▼市債残高
（水道事業会計を除く）（単位：千円）

◇それぞれ千円未満を四捨五入していますので、合計と一致しな

い場合があります。

市税

32億3,052万円1千円

（21.1％）

分担金及び負担金

1億2,737万6千円（0.8％）

使用料及び手数料

1億6,089万1千円

（1.0％）

繰越金

4億8,796万4千円

（3.2％）

諸収入

2億9,941万9千円

（2.0％）

財産収入、寄附金、繰入金

11億2,547万1千円

（7.4％）

地方譲与税

1億6,293万6千円（1.1％）

地方交付税

43億3,729万7千円（28.4％）

国庫支出金

15億5,203万6千円

（10.2％）

県支出金

9億1,337万5千円

（6.0％）

市債

22億6,265万円

（14.8％）

その他 6億3,088万円（4.0％）

（地方消費税交付金、自動車取得税交付金など）

総務費

22億1,823万4千円

（15.0％）

民生費

42億1,300万円

（28.4％）

衛生費

10億6,107万4千円

（7.2％）農林水産業費

7億1,707万3千円（4.8％）

商工費

4億5,400万（3.1％）

土木費

19億 2,900万 6千円

（13.0％）

消防費

9億 8,551万 8千円

（6.7％）

教育費

19億1,458万9千円

（12.9％）

公債費

10億9,476万4千円

（7.4％）

その他 2億2,645万5千円（1.5％）

（議会費、労働費など）

自主財源

（35.5％）

依存財源

（64.5％）
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　聞かせておごやぇ～
　　　　　市民のみなさんにインタビュー

第 211 号

※問い合わせ　レインボープラン推進協議会事務局　☎・FAX （88）2601　e-mail : info-rp@e.jan.ne.jp

今回インタビューに答えてくださったのは、中央

地区在住のＹ.Ａさん（70代女性）。市内で小さな旅

館を営んでいます。

―昭和30年代から営業しているとか？

市内の高校を卒業後、今は亡き母と一緒に営業し

てきました。昔は建設などの仕事で来市する人の利

用が多数でしたが、最近はスポーツ大会や観光での

利用も増えています。家庭的な料理と雰囲気でおも

てなししています。

―長井はじめ置賜の食材、お客さんの反応は？

「お米と水がおいしいね」とよく言われます。行

者菜やおかひじきといった野菜も「当地ならではの

野菜です」と説明すると、殊更おいしく味わってい

ただけているようです。情報を伝えるって大切です

ね。レインボープランの研修に参加する人達も宿泊

しますが、食べ物への関心が高まったと喜んでくだ

さいます。

―レインボー野菜、どうですか？

以前にレインボープラン市民市場「虹の駅」が独

自の直売所を開いていた頃から利用しています。う

めやのインショップでも購入します。何といっても

旬で新鮮、値段も安いですね。たまに地物でない特

売の野菜を買うと、鮮度が悪く廃棄部分が多かった

りしますから、それを考えれば新鮮な方が結局は安

いと思います。

―生ごみ分別、どうですか？

レインボープランの開始当初は、重い生ごみのバ

ケツを収集所に持っていくのも、バケツを洗うのも

大変で「なぜこんな面倒なことを」と思いましたね。

でも今はもう慣れました。最近は夫が出してくれま

すが、分別もバケツの手入れも私より上手なんです

よ。大変なのは夏場の保管

で、虫が発生すること。み

んなで知恵を出し合って何

かもっといい方法を考えて

はどうでしょうか。

花の美しさや野菜の魅力

を伝える添え物・飾りなど

を合わせて提供するのもい

いと思います。
▲旅館でのレインボープラン
　研修の様子

※問い合わせ　市総合政策課
　（協議会事務局）☎（87）0714

 第 15 号　長井工業高等学校紹介

　　　　　ロボット学習について

　長井工業高等学校創立記念式典が9月27日に開

催されました。式典に合わせて、ロボット開発企業

の株式会社アールティー　代表取締役　中川友紀

子さんに「『ロボットは今、ここまできた！』～将来

の夢と工業高校生への期待～」というタイトルでご

講演いただきました。講演の中では食品関連工場内

で人間と協働で作業ができるロボット開発や、中川

さんご自身の創業経験について、高校生へのアドバ

イスを含めながらお話いただき、多数の質問が上が

るなど、盛り上がりを見せました。

　また、電子システム科の実習として、10月9日に

株式会社デンソーウェーブ　伊庭歩美さんによる

特別実習が実施され、同社が開発した協働型ロボッ

トに触れながら、最新技術について学習しました。

　

　長井工業高等学校には、長井にいながらロボット

などの最新技術を学ぶことのできる環境・機会があ

ります。今後も多くの皆さんにご協力いただきなが

ら、このような活動を継続していきたいと思います。

　長井工業高校学校は当協議会だけではなく、市内外の皆さんから支えられています。中でもロボット関連

技術については、専門家の皆さんにご協力いただきながら学習を継続しており、今回はその様子をお伝えし

ます。

▲㈱デンソーウェーブ特別実習

▲創立記念式典講演会
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　今
年
も
早
い
も
の
で
、
灯
火
親
し
む
候
と
な

り
ま
し
た
。10
月
は
収
穫
作
業
も
一
段
落
し
、長

井
マ
ラ
ソ
ン
や
高
校
駅
伝
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
、フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り
、地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
数
多
く
の
催
し
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
市
民
や
観
光
交
流
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
一
方
で
近
年
の
気
象

変
動
も
あ
り
、
大
型
台
風
に
よ

る
全
国
各
地
の
甚
大
な
被
害
が

多
発
し
た
月
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
災
害
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
や
ご
遺
族
、
被
災

者
に
心
よ
り
哀
悼
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
台
風

19
号
が
東
北
地
方
に
最
接
近
し

た
際
は
、
長
井
市
内
で
の
集
中

豪
雨
や
強
風
な
ど
に
よ
る
被
害

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
上

川
上
流
の
米
沢
市
、
高
畠
町
、
川

西
町
で
は
豪
雨
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
発
生
し
、
最
上
川
長
井

小
出
の
観
測
値
が
氾
濫
危
険
水

位
を
超
え
、
土
砂
災
害
の
恐
れ

の
あ
る
伊
佐
沢
・
森
地
区
や
最

上
川
沿
い
な
ど
の
47
地
区
に
避

難
勧
告
を
発
令
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
長
井
市
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
市
役
所
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
避
難
所
施
設
へ
の
防
災
行
政
無

線
の
整
備
や
非
常
用
発
電
機
の
設
置
に
加
え
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
充
実
、
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ（
お
ら
ん
だ
ラ
ジ
オ
）や
防
災
ラ
ジ

オ
の
配
布
、
屋
外
拡
声
装
置
な
ど
の
情
報
伝
達

網
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

よ
り
一
層
の
安
全
安
心
の
ま
ち
の
構
築
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、今
年
の
長
井
マ
ラ
ソ
ン
は
、タ
ン
ザ
ニ

ア
や
中
国
の
選
手
に
参
加
い
た
だ
き
、
近
年
最

多
の
出
場
者
で
、来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
後
オ
リ
パ
ラ
）
に

向
け
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
を
団
長
と
す
る
欧
州
訪
問
団

８
人
が
９
月
27
日
～
10
月
６
日
の
日
程

で
欧
州
４
カ
国
を
訪
問
し
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
相
手
国
で
あ
る
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
と
相
互
交
流
の
覚
書
を
締
結
し
、

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
長
井
市
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
バ
ー
ト
・
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
市
（
ド

イ
ツ
）
と
同
市
の
姉
妹
都
市
の
グ
ラ
ー

ル
ス
・
ノ
ル
ド
市
（
ス
イ
ス
）
、
プ
ル
カ
ー

ス
ド
ル
フ
市
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
も
訪
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
さ
ん
や
日
本
友

人
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
な
が

ら
、
長
井
市
へ
の
訪
問
を
快
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
欧
州
訪
問
の

目
的
は
、
相
互
交
流
の
覚
書
締
結
な
ど

の
ほ
か
に
、
次
世
代
を
背
負
っ
て
い
く

長
井
の
若
い
人
達
に
多
く
の
海
外
の
皆

さ
ん
と
交
流
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。東
京
オ
リ
パ
ラ
後
も
、若

い
人
達
の
交
換
留
学
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の

交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
交

流
の
推
進
と
長
井
市
が
進
め
る
「
世
界
を
相
手

に
仕
事
が
で
き
る
人
材
の
育
成
」
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホストタウン相手国との交流で地域に活気を
所
ところ

里
り

帆
ほ

さん （岐阜県出身・28歳）

長
井
市
の
新
た

な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
、
岐

阜
県
出
身
の
所
里

帆
さ
ん
が
10
月
か

ら
活
動
し
て
い
る
。

長
井
市
は
来
年
に
迫
っ
た
2
0
2
0
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
及

び
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
と
事
前
合
宿

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
所
さ
ん

は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
と
の
相
互
交
流

や
情
報
発
信
を
は
じ
め
、
自
身
の
海
外
で
の

経
験
を
も
と
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
く
。

所
さ
ん
は
大
学
在
学
中
、
国
際
協

力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
に
つ
い
て
学

び
、
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

経
験
し
た
。
卒
業
後
は
イ
ベ
ン
ト
制
作

会
社
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
大
学
で
の

経
験
を
生
か
し
た
い
と
、
青
年
海
外
協

力
隊
に
応
募
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
、
収
入
が

不
安
定
な
村
人
の

生
活
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導

す
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
所
さ
ん
は
、

「
言
語
も
宗
教
も
違

う
村
人
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と

は
大
変
だ
っ
た
が
、

村
人
に
常
に
寄
り
添
う
こ
と
で
家
族
の
よ
う

な
絆
が
生
ま
れ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

今
年
3
月
に
隊
員
任
期
が
終
了
し
た
所
さ

ん
は
、
長
井
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
長
井
定
住
を

決
め
た
。「
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
市
の
訪
問
団
と
交

流
す
る
機
会
が
あ
り
、
以
前
か
ら
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
」
と
話
す
所
さ

ん
。「
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
際

交
流
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

▲所さんはタンザニア連合共和国の公用
語であるスワヒリ語が堪能。

▲旅館でのレインボープラン
　研修の様子

▲青年海外協力隊時代の写真。
　農家のシングルマザーの村人に、絞り染め製

品による販売などの手法を指導していた。

広報ながい　2019. 11. 1　 　4



　聞かせておごやぇ～
　　　　　市民のみなさんにインタビュー

第 211 号

※問い合わせ　レインボープラン推進協議会事務局　☎・FAX （88）2601　e-mail : info-rp@e.jan.ne.jp

今回インタビューに答えてくださったのは、中央

地区在住のＹ.Ａさん（70代女性）。市内で小さな旅

館を営んでいます。

―昭和30年代から営業しているとか？

市内の高校を卒業後、今は亡き母と一緒に営業し

てきました。昔は建設などの仕事で来市する人の利

用が多数でしたが、最近はスポーツ大会や観光での

利用も増えています。家庭的な料理と雰囲気でおも

てなししています。

―長井はじめ置賜の食材、お客さんの反応は？

「お米と水がおいしいね」とよく言われます。行

者菜やおかひじきといった野菜も「当地ならではの

野菜です」と説明すると、殊更おいしく味わってい

ただけているようです。情報を伝えるって大切です

ね。レインボープランの研修に参加する人達も宿泊

しますが、食べ物への関心が高まったと喜んでくだ

さいます。

―レインボー野菜、どうですか？

以前にレインボープラン市民市場「虹の駅」が独

自の直売所を開いていた頃から利用しています。う

めやのインショップでも購入します。何といっても

旬で新鮮、値段も安いですね。たまに地物でない特

売の野菜を買うと、鮮度が悪く廃棄部分が多かった

りしますから、それを考えれば新鮮な方が結局は安

いと思います。

―生ごみ分別、どうですか？

レインボープランの開始当初は、重い生ごみのバ

ケツを収集所に持っていくのも、バケツを洗うのも

大変で「なぜこんな面倒なことを」と思いましたね。

でも今はもう慣れました。最近は夫が出してくれま

すが、分別もバケツの手入れも私より上手なんです

よ。大変なのは夏場の保管

で、虫が発生すること。み

んなで知恵を出し合って何

かもっといい方法を考えて

はどうでしょうか。

花の美しさや野菜の魅力

を伝える添え物・飾りなど

を合わせて提供するのもい

いと思います。
▲旅館でのレインボープラン
　研修の様子

※問い合わせ　市総合政策課
　（協議会事務局）☎（87）0714

 第 15 号　長井工業高等学校紹介

　　　　　ロボット学習について

　長井工業高等学校創立記念式典が9月27日に開

催されました。式典に合わせて、ロボット開発企業

の株式会社アールティー　代表取締役　中川友紀

子さんに「『ロボットは今、ここまできた！』～将来

の夢と工業高校生への期待～」というタイトルでご

講演いただきました。講演の中では食品関連工場内

で人間と協働で作業ができるロボット開発や、中川

さんご自身の創業経験について、高校生へのアドバ

イスを含めながらお話いただき、多数の質問が上が

るなど、盛り上がりを見せました。

　また、電子システム科の実習として、10月9日に

株式会社デンソーウェーブ　伊庭歩美さんによる

特別実習が実施され、同社が開発した協働型ロボッ

トに触れながら、最新技術について学習しました。

　

　長井工業高等学校には、長井にいながらロボット

などの最新技術を学ぶことのできる環境・機会があ

ります。今後も多くの皆さんにご協力いただきなが

ら、このような活動を継続していきたいと思います。

　長井工業高校学校は当協議会だけではなく、市内外の皆さんから支えられています。中でもロボット関連

技術については、専門家の皆さんにご協力いただきながら学習を継続しており、今回はその様子をお伝えし

ます。

▲㈱デンソーウェーブ特別実習

▲創立記念式典講演会
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　今
年
も
早
い
も
の
で
、
灯
火
親
し
む
候
と
な

り
ま
し
た
。10
月
は
収
穫
作
業
も
一
段
落
し
、長

井
マ
ラ
ソ
ン
や
高
校
駅
伝
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
、フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り
、地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
数
多
く
の
催
し
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
市
民
や
観
光
交
流
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ

い
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
一
方
で
近
年
の
気
象

変
動
も
あ
り
、
大
型
台
風
に
よ

る
全
国
各
地
の
甚
大
な
被
害
が

多
発
し
た
月
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
災
害
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
や
ご
遺
族
、
被
災

者
に
心
よ
り
哀
悼
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
台
風

19
号
が
東
北
地
方
に
最
接
近
し

た
際
は
、
長
井
市
内
で
の
集
中

豪
雨
や
強
風
な
ど
に
よ
る
被
害

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
上

川
上
流
の
米
沢
市
、
高
畠
町
、
川

西
町
で
は
豪
雨
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
発
生
し
、
最
上
川
長
井

小
出
の
観
測
値
が
氾
濫
危
険
水

位
を
超
え
、
土
砂
災
害
の
恐
れ

の
あ
る
伊
佐
沢
・
森
地
区
や
最

上
川
沿
い
な
ど
の
47
地
区
に
避

難
勧
告
を
発
令
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
長
井
市
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
市
役
所
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
避
難
所
施
設
へ
の
防
災
行
政
無

線
の
整
備
や
非
常
用
発
電
機
の
設
置
に
加
え
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
充
実
、
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ（
お
ら
ん
だ
ラ
ジ
オ
）や
防
災
ラ
ジ

オ
の
配
布
、
屋
外
拡
声
装
置
な
ど
の
情
報
伝
達

網
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

よ
り
一
層
の
安
全
安
心
の
ま
ち
の
構
築
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、今
年
の
長
井
マ
ラ
ソ
ン
は
、タ
ン
ザ
ニ

ア
や
中
国
の
選
手
に
参
加
い
た
だ
き
、
近
年
最

多
の
出
場
者
で
、来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
後
オ
リ
パ
ラ
）
に

向
け
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
を
団
長
と
す
る
欧
州
訪
問
団

８
人
が
９
月
27
日
～
10
月
６
日
の
日
程

で
欧
州
４
カ
国
を
訪
問
し
、
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
相
手
国
で
あ
る
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
と
相
互
交
流
の
覚
書
を
締
結
し
、

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
長
井
市
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
バ
ー
ト
・
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
市
（
ド

イ
ツ
）
と
同
市
の
姉
妹
都
市
の
グ
ラ
ー

ル
ス
・
ノ
ル
ド
市
（
ス
イ
ス
）
、
プ
ル
カ
ー

ス
ド
ル
フ
市
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
も
訪
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
さ
ん
や
日
本
友

人
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
な
が

ら
、
長
井
市
へ
の
訪
問
を
快
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
欧
州
訪
問
の

目
的
は
、
相
互
交
流
の
覚
書
締
結
な
ど

の
ほ
か
に
、
次
世
代
を
背
負
っ
て
い
く

長
井
の
若
い
人
達
に
多
く
の
海
外
の
皆

さ
ん
と
交
流
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。東
京
オ
リ
パ
ラ
後
も
、若

い
人
達
の
交
換
留
学
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の

交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
交

流
の
推
進
と
長
井
市
が
進
め
る
「
世
界
を
相
手

に
仕
事
が
で
き
る
人
材
の
育
成
」
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホストタウン相手国との交流で地域に活気を
所
ところ

里
り

帆
ほ

さん （岐阜県出身・28歳）

長
井
市
の
新
た

な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
、
岐

阜
県
出
身
の
所
里

帆
さ
ん
が
10
月
か

ら
活
動
し
て
い
る
。

長
井
市
は
来
年
に
迫
っ
た
2
0
2
0
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
及

び
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
と
事
前
合
宿

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
所
さ
ん

は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
と
の
相
互
交
流

や
情
報
発
信
を
は
じ
め
、
自
身
の
海
外
で
の

経
験
を
も
と
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
く
。

所
さ
ん
は
大
学
在
学
中
、
国
際
協

力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
に
つ
い
て
学

び
、
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

経
験
し
た
。
卒
業
後
は
イ
ベ
ン
ト
制
作

会
社
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
大
学
で
の

経
験
を
生
か
し
た
い
と
、
青
年
海
外
協

力
隊
に
応
募
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
、
収
入
が

不
安
定
な
村
人
の

生
活
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導

す
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
所
さ
ん
は
、

「
言
語
も
宗
教
も
違

う
村
人
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と

は
大
変
だ
っ
た
が
、

村
人
に
常
に
寄
り
添
う
こ
と
で
家
族
の
よ
う

な
絆
が
生
ま
れ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。

今
年
3
月
に
隊
員
任
期
が
終
了
し
た
所
さ

ん
は
、
長
井
市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
長
井
定
住
を

決
め
た
。「
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
市
の
訪
問
団
と
交

流
す
る
機
会
が
あ
り
、
以
前
か
ら
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
」
と
話
す
所
さ

ん
。「
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
際

交
流
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

▲所さんはタンザニア連合共和国の公用
語であるスワヒリ語が堪能。

▲旅館でのレインボープラン
　研修の様子

▲青年海外協力隊時代の写真。
　農家のシングルマザーの村人に、絞り染め製

品による販売などの手法を指導していた。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
け

取
り
を
次
の
日
程
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
い
　
つ
　
11
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

0
時
45
分

●
申
請
方
法
　
申
請
時
に
本
人
確
認
な
ど
を

行
い
、
カ
ー
ド
の
交
付
は
約
１
カ
月
後
に

郵
送
（
本
人
限
定
受
取
郵
便
）
と
な
り
ま

す
。
市
民
課
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
写
真
は
市
民
課
で
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

交
付
通
知
は
が
き
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
２
点
、
印
鑑
、
住
基
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
人
）を
持
参
し
、市
民
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
市
民
課
市
民
窓
口

係
☎（
87
）０
６
８
１

　

冬
眠
前
の
ク
マ
は
、
食
料
を
求
め
て
行
動

が
活
発
化
し
、
人
里
ま
で
近
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、近
年
は
市
内
全
域
に
お
い
て

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
も
多
発
し
て

い
ま
す
。
県
内
の
人
身
被
害
の
８
割
が
９
～

11
月
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
山
林
に
囲
ま

れ
た
周
辺
で
の
農
作
業
や
山
林
の
作
業
、
キ

ノ
コ
採
取
な
ど
の
入
山
の
際
に
は
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
と
の
不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
安
全
確
保
の
留
意
点

①
農
作
業
や
キ
ノ
コ
採
り
の
入
山
は
複
数
で

行
い
、
作
業
中
は
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が

出
る
も
の
を
携
帯
し
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

②
ク
マ
の
出
没
情
報
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
野
生
動
物
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
周
囲
に
十
分
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
誘
発
物
の
除
去

①
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
類
を
誘
引
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
や
収

穫
後
の
野
菜
・
果
実
な
ど
は
野
外
に
放
置

せ
ず
、適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

②
収
穫
物
の
収
納
庫
や
家
畜
の
飼
料
置
場
は

き
ち
ん
と
施
錠
を
し
、
管
理
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

③
家
の
周
囲
で
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
な

る
べ
く
早
く
取
り
去
り
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
場
合

①
幼
獣（
子
グ
マ
な
ど
）を
見
た
ら
近
く
に
成

獣
の
親
が
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
周

囲
に
注
意
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く

遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。

②
万
が
一
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た

ら
、
大
声
を
出
し
た
り
走
っ
て
逃
げ
た
り

せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
そ
の
場
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
を
連
れ
て
い
る
と
猟
犬
と
判
断
し
襲
っ

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
即
座
に

リ
ー
ド
を
手
放
し
て
犬
と
別
れ
て
避
難

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
農
林
課
農
政
振
興
係

　☎
（
87
）
０
８
３
１
、
市
総
務
課
危
機
管
理

室
☎
（
84
）
２
１
１
１
（
休
日
は
日
直
受

付
）

「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
９
」の
一
環
と
し
て
、
山
形
県
弁
護
士

会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
弁
護
士
に
よ
る
相

談
会
を
行
い
ま
す
。相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
い
　
つ
　
11
月
25
日
㈪
午
後
６
時
～
８
時

●
ど
こ
で

　
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
原
則
と
し
て
、
本
人
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

（
家
族
の
同
伴
は
可
能
で
す
。）

●
申
込
期
限

　
11
月
22
日
㈮
正
午
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
☎（
87)

０
６
８
２

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
無
料
・
秘

密
厳
守
。
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
い

　
つ

　
12
月
10
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後

４
時

●
ど
こ
で

　
山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
山

形
市
松
栄
1
の
３
の
８
）

※
問
い
合
わ
せ

　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３（
６
４
１
）
５
２
０
１

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
日
専
用
窓
口

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意
を
！

 

申
請
し
た
い
人

 

申
請
後
、カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

 

（
交
付
は
が
き
が
届
い
た
人
）

借
金
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

個
人
事
業
主
・
小
規
模
事
業
者

債
務
相
談
会（
予
約
制
）

有料広告
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●
委
員
会
の
概
要

　
市
の
行
財
政
の
今
後
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
や
行
財

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
。

●
任
　
期
　
２
年
間

●
会
　
議
　
年
２
回
程
度
を
予
定
（
平
日
の

開
催
と
な
り
ま
す
）

●
報
　
酬
　
会
議
１
回
に
つ
き
５
１
０
０
円

●
募
集
人
員
　
１
～
２
人
程
度

●
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
人
。
た
だ
し
、
市
と
雇
用
関
係
に
あ
る

人
、
ほ
か
の
審
議
会
委
員
な
ど
及
び
市
議

会
議
員
を
除
く
。

●
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
ご
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
11
月
14
日
㈭
必
着

●
選
考
方
法
　
書
類
審
査

●
そ
の
他

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
つ
い

て
は
原
則
す
べ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
総
務
課
☎(

84)

２
１
１

　
１

●
募
集
職
種

　
薬
剤
師

●
採
用
予
定
人
員

　
若
干
名

●
受
験
資
格

　
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
当
該
職
種
の
免
許
を
有

す
る
人
若
し
く
は
令
和
2
年
6
月
30
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
人

●
採
用
予
定
日

　
令
和
2
年
4
月
1
日

●
試
験
期
日

　
12
月
1
日
㈰

●
試
験
会
場

　
公
立
置
賜
総
合
病
院

●
受
付
期
間

　
11
月
15
日
㈮
ま
で（
必
着
）

●
試
験
案
内
　
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
事

務
局
総
務
企
画
課
な
ど
で
配
布
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

総
務
企
画
課
職
員
係
☎
0
2
3
8
（
46
）

５
０
０
０

●
対
　
象
　
小
学
１
年
生
以
上（
初
心
者
可
）

● 

講
習
日
　
12
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
と
第
２
・
第
４
土
曜
日

の
午
前
中（
10
回
程
度
）

● 

ど
こ
で
　
道
照
寺
平
ス
キ
ー
場

◇
蔵
王
遠
征
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
用
紙
　
タ
ナ
カ
塗
料
店
に
配
置

●
申
込
期
限

　
11
月
20
日
㈬
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
長
井
ス
キ
ー
ケ
ッ
パ
ー
ズ

山
水
☎
（
84
）
6
6
1
1
、
田
中
☎
（
88
）
３ 

０
５
３

●
対

　
象

　
ど
な
た
で
も

●
募
集
定
員

　
15
人
（
最
少
実
施
定
員
10
人
）

●
受
講
料 

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
９
７
０

円
）

●
ど
こ
で

　
長
井
高
等
職
業
訓
練
校
3
階
パ

ソ
コ
ン
室
（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り
内
）

●
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、認
印
、U
S
B
メ
モ

リ
●
申
込
期
限

　
開
講
前
日
ま
で

●
内

　
容

　
エ
ク
セ
ル
中
級

●
い
　
つ
　
11
月
18
日
㈪
、19
日
㈫
、22
日
㈮
、

25
日
㈪
、
26
日
㈫
、
28
日
㈭
、
29
日
㈮
、
30

日
㈯
午
前
9
時
～
午
後
０
時
５
分
（
計
27

時
間
）

●
内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
初
級

●
い
　
つ
　
11
月
15
日
㈮
、18
日
㈪
、20
日
㈬
、

21
日
㈭
、
22
日
㈮
、
25
日
㈪
、
27
日
㈬
、
28

日
㈭
、
29
日
㈮
午
後
6
時
20
分
～
午
後
9

時（
計
27
時
間
）

※
問
い
合
わ
せ
　
長
井
高
等
職
業
訓
練
校
　

☎（
84
）１
９
２
４

市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
募
集

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

　

職
員
採
用
試
験

長
井
ス
キ
ー
ケ
ッ
パ
ー
ズ

令
和
元
年 

生
徒
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

 

昼
間
コ
ー
ス

 

夜
間
コ
ー
ス

第17回交通安全高齢者自転車大会

【団体】 優勝（長井地区交通安全協会）

　　　 渡部良一さん（上伊佐沢）68歳

　　　 今野武さん（成田）74歳

　　　 渡部俊彦さん（大町）66歳

【個人】 1位　渡部良一さん

第47回全国醤油品評会　優秀賞

【銘柄】 こいくち醤油（松印）（㈲大千醤油店）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
け

取
り
を
次
の
日
程
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
い

　
つ

　
11
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

0
時
45
分

●
申
請
方
法

　
申
請
時
に
本
人
確
認
な
ど
を

行
い
、
カ
ー
ド
の
交
付
は
約
１
カ
月
後
に

郵
送
（
本
人
限
定
受
取
郵
便
）
と
な
り
ま

す
。
市
民
課
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
写
真
は
市
民
課
で
撮
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

交
付
通
知
は
が
き
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
２
点
、
印
鑑
、
住
基
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
人
）を
持
参
し
、市
民
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
課
市
民
窓
口

係
☎（
87
）０
６
８
１
　

冬
眠
前
の
ク
マ
は
、
食
料
を
求
め
て
行
動

が
活
発
化
し
、
人
里
ま
で
近
づ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、近
年
は
市
内
全
域
に
お
い
て

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
も
多
発
し
て

い
ま
す
。
県
内
の
人
身
被
害
の
８
割
が
９
～

11
月
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
山
林
に
囲
ま

れ
た
周
辺
で
の
農
作
業
や
山
林
の
作
業
、
キ

ノ
コ
採
取
な
ど
の
入
山
の
際
に
は
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
と
の
不
意
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
安
全
確
保
の
留
意
点

①
農
作
業
や
キ
ノ
コ
採
り
の
入
山
は
複
数
で

行
い
、
作
業
中
は
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が

出
る
も
の
を
携
帯
し
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

②
ク
マ
の
出
没
情
報
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
野
生
動
物
の
行
動
が
活
発
に
な
る
早
朝
、

夕
方
の
作
業
時
に
は
周
囲
に
十
分
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
誘
発
物
の
除
去

①
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
類
を
誘
引
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
や
収

穫
後
の
野
菜
・
果
実
な
ど
は
野
外
に
放
置

せ
ず
、適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

②
収
穫
物
の
収
納
庫
や
家
畜
の
飼
料
置
場
は

き
ち
ん
と
施
錠
を
し
、
管
理
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

③
家
の
周
囲
で
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
な

る
べ
く
早
く
取
り
去
り
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
場
合

①
幼
獣（
子
グ
マ
な
ど
）を
見
た
ら
近
く
に
成

獣
の
親
が
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
周

囲
に
注
意
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く

遠
ざ
か
り
ま
し
ょ
う
。

②
万
が
一
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た

ら
、
大
声
を
出
し
た
り
走
っ
て
逃
げ
た
り

せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
そ
の
場
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
を
連
れ
て
い
る
と
猟
犬
と
判
断
し
襲
っ

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
即
座
に

リ
ー
ド
を
手
放
し
て
犬
と
別
れ
て
避
難

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
農
林
課
農
政
振
興
係

　☎
（
87
）
０
８
３
１
、
市
総
務
課
危
機
管
理

室
☎
（
84
）
２
１
１
１
（
休
日
は
日
直
受

付
）

「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
９
」の
一
環
と
し
て
、
山
形
県
弁
護
士

会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
弁
護
士
に
よ
る
相

談
会
を
行
い
ま
す
。相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守

で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
い

　
つ

　
11
月
25
日
㈪
午
後
６
時
～
８
時

●
ど
こ
で

　
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

◇
原
則
と
し
て
、
本
人
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

（
家
族
の
同
伴
は
可
能
で
す
。）

●
申
込
期
限

　
11
月
22
日
㈮
正
午
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
☎（
87)

０
６
８
２

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
無
料
・
秘

密
厳
守
。
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
い
　
つ
　
12
月
10
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後

４
時

●
ど
こ
で
　
山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
山

形
市
松
栄
1
の
３
の
８
）

※
問
い
合
わ
せ
　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３（
６
４
１
）
５
２
０
１

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
日
専
用
窓
口

ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意
を
！

 

申
請
し
た
い
人

 

申
請
後
、カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

 

（
交
付
は
が
き
が
届
い
た
人
）

借
金
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

個
人
事
業
主
・
小
規
模
事
業
者

債
務
相
談
会（
予
約
制
）

有料広告
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●
委
員
会
の
概
要
　
市
の
行
財
政
の
今
後
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
提
言
や
行
財

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
。

●
任
　
期
　
２
年
間

●
会
　
議
　
年
２
回
程
度
を
予
定
（
平
日
の

開
催
と
な
り
ま
す
）

●
報
　
酬
　
会
議
１
回
に
つ
き
５
１
０
０
円

●
募
集
人
員
　
１
～
２
人
程
度

●
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
人
。
た
だ
し
、
市
と
雇
用
関
係
に
あ
る

人
、
ほ
か
の
審
議
会
委
員
な
ど
及
び
市
議

会
議
員
を
除
く
。

●
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
ご
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　
11
月
14
日
㈭
必
着

●
選
考
方
法

　
書
類
審
査

●
そ
の
他

　
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
つ
い

て
は
原
則
す
べ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
総
務
課
☎(

84)

２
１
１

　
１

●
募
集
職
種
　
薬
剤
師

●
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

●
受
験
資
格
　
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
当
該
職
種
の
免
許
を
有

す
る
人
若
し
く
は
令
和
2
年
6
月
30
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
人

●
採
用
予
定
日
　
令
和
2
年
4
月
1
日

●
試
験
期
日
　
12
月
1
日
㈰

●
試
験
会
場
　
公
立
置
賜
総
合
病
院

●
受
付
期
間
　
11
月
15
日
㈮
ま
で（
必
着
）

●
試
験
案
内
　
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
事

務
局
総
務
企
画
課
な
ど
で
配
布
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

総
務
企
画
課
職
員
係
☎
0
2
3
8
（
46
）

５
０
０
０

●
対
　
象
　
小
学
１
年
生
以
上（
初
心
者
可
）

● 

講
習
日
　
12
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
と
第
２
・
第
４
土
曜
日

の
午
前
中（
10
回
程
度
）

● 

ど
こ
で

　
道
照
寺
平
ス
キ
ー
場

◇
蔵
王
遠
征
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
用
紙

　
タ
ナ
カ
塗
料
店
に
配
置

●
申
込
期
限

　
11
月
20
日
㈬
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
長
井
ス
キ
ー
ケ
ッ
パ
ー
ズ

山
水
☎
（
84
）
6
6
1
1
、
田
中
☎
（
88
）
３ 

０
５
３

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

●
募
集
定
員
　
15
人
（
最
少
実
施
定
員
10
人
）

●
受
講
料 

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
９
７
０

円
）

●
ど
こ
で
　
長
井
高
等
職
業
訓
練
校
3
階
パ

ソ
コ
ン
室
（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り
内
）

●
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、認
印
、U
S
B
メ
モ

リ
●
申
込
期
限
　
開
講
前
日
ま
で

●
内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
中
級

●
い
　
つ
　
11
月
18
日
㈪
、19
日
㈫
、22
日
㈮
、

25
日
㈪
、
26
日
㈫
、
28
日
㈭
、
29
日
㈮
、
30

日
㈯
午
前
9
時
～
午
後
０
時
５
分
（
計
27

時
間
）

●
内
　
容
　
エ
ク
セ
ル
初
級

●
い
　
つ
　
11
月
15
日
㈮
、18
日
㈪
、20
日
㈬
、

21
日
㈭
、
22
日
㈮
、
25
日
㈪
、
27
日
㈬
、
28

日
㈭
、
29
日
㈮
午
後
6
時
20
分
～
午
後
9

時（
計
27
時
間
）

※
問
い
合
わ
せ
　
長
井
高
等
職
業
訓
練
校
　

☎（
84
）１
９
２
４

市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
募
集

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

　

職
員
採
用
試
験

長
井
ス
キ
ー
ケ
ッ
パ
ー
ズ

令
和
元
年 

生
徒
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

 

昼
間
コ
ー
ス

 

夜
間
コ
ー
ス

第17回交通安全高齢者自転車大会

【団体】 優勝（長井地区交通安全協会）

　　　 渡部良一さん（上伊佐沢）68歳

　　　 今野武さん（成田）74歳

　　　 渡部俊彦さん（大町）66歳

【個人】 1位　渡部良一さん

第47回全国醤油品評会　優秀賞

【銘柄】 こいくち醤油（松印）（㈲大千醤油店）
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高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
充
実
や
介
護
予

防
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
健
康
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
未
提
出
の
人
に
訪
問
調
査
を

行
い
ま
す
。

●
対
　
象
　
致
芳
・
西
根
・
平
野
・
伊
佐
沢
・
豊

田
各
地
区
の
70
歳
か
ら
90
歳
の
人(

昭
和

４
年
４
月
２
日
～
昭
和
25
年
４
月
１
日

生
ま
れ)

で
、
高
齢
者
健
康
調
査
票
を
未
提

出
の
人

◇
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月
２
日
～
昭
和
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、
介
護
保
険
で

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
、
事
業
対
象
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
除
い
て
い
ま
す
。

○
調
査
員

●
北
学
校
区

　
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

●
南
学
校
区

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
慈

光
園
職
員

●
調
査
期
間

　
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

若
い
世
代
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
が
多

く
な
っ
て
い
く
現
代
、
介
護
や
生
活
支
援
の

担
い
手
と
な
る
世
代
は
少
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
を
聞
き
な
が
ら
、
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い

　
つ

　
11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分（
午
後
１
時
か
ら
受
付
開
始
）

●
ど
こ
で
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
基
調
講
演
　
広
め
て
い
こ
う
！
誰
に
で
も

で
き
る
支
え
合
い
活
動
（
（
公
財
）
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
理
事
・
鶴
山
芳
子
さ
ん
）

●
事
例
紹
介

　
身
近
で
取
り
組
ん
で
い
る
支

え
合
い
活
動

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料
　
無
料
　

●
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

●
い

　
つ

　
11
月
12
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～

３
時

●
ど
こ
で

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内

　
容

　
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
情

報
交
換
会

●
対

　
象

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど

●
申
込
期
限

　
11
月
8
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
88
）３
７
１
１

市
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
7
団
体
23
個
人
、

約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
唄
や
踊
り
を
披
露

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

●
い

　
つ

　
11
月
7
日
㈭
午
前
10
時
か
ら

（
午
前
９
時
30
分
開
会
）

●
ど
こ
で

　
タ
ス
2
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
Ｉ

※
問
い
合
わ
せ

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

鈴
木
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）☎
（
88
）

３
７
１
１

一
人
暮
ら
し
の
人
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域

の
人
の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
の
専
門
職
も
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
の

人
の
介
護
相
談
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
い
　
つ
　
11
月
９
日
㈯
午
後
5
時
30
分
～

７
時

●
ど
こ
で
　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
・
は
な

の
ま
ち（
あ
ら
町
３
の
８
の
１
）

※
問
い
合
わ
せ

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
・

は
な
の
ま
ち
☎（
84
）２
６
７
７

ナ
イ
ト
カ
フ
ェ
・
は
な
の
ま
ち

あやめカフェ＆つつじカフェ
一緒にお茶を飲みながら、認知症・介護の悩み

相談や友人との交流の場としてご利用ください。

あやめカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　ケアセンターとこしえあやめ通り
　（緑町12の50、☎（88）9800）
 ●11月の開催日　11月21日㈭

つつじカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　あら町ケアセンター
　（あら町4の23、☎（84）7577）
 ●11月の開催日　11月28日㈭

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
家
族
介
護
教
室

（
介
護
者
の
集
い
）

高
齢
者
健
康
調
査
票

訪
問
調
査

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
41
回
年
忘
れ
芸
能
大
会

三ツ星健康レシピ『鮭チーズごはん』
≪材料≫４人分
米・・・・・・・・・・・・・2合

（ごはんの場合600ｇ）
６Pチーズ・・・4個（約70ｇ）
生鮭・・・・・・・・・・・・・2切
塩・・・・・・・・・・・・・小2/3
調理酒・・・・・・・・・・・大２
青じそ・・・・・・・・・・・4枚

≪作り方≫

①下ごしらえとして、チーズ

は5～7㎜に角切り、生鮭は塩

と酒をまぶして10分間置き、

青じそは千切りする。

②生鮭をグリルで焼く（グリ

ルがない場合はフライパンに

クッキングシートを敷いて焼

く）。

③②が焼きあがったら骨と皮

を取り除き、粗くほぐす。

④炊き立てのごはんに③と

チーズを加えて軽く混ぜ、器

に盛り付け、青じそをのせる。

Ａ

※問い合わせ 市健康課☎（84）6822

食改さんからのアドバイス

炊き立てのご飯がない時は、

ご飯とチーズと鮭を混ぜて

電子レンジで加熱し再度混

ぜれば出来上がり。時間がな

い朝ごはんに最適です。
〈１人分〉
エネルギー 375kcal
タンパク質   17.9ｇ
脂質              7.0ｇ
食塩相当量     0.8ｇ
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市
内
の
道
路
で
、
市
の
除
雪
計
画
以
外
の

道
路
を
地
区
内
の
団
体
な
ど
が
費
用
を
出
し

合
っ
て
機
械
除
雪
な
ど
を
す
る
場
合
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

　
延
長
35
㍍
以
上
あ
る
同
一
路

線
を
生
活
道
路
と
す
る
3
戸
以
上
で
組

織
さ
れ
た
団
体

●
対
象
経
費

　
機
械
借
上
料
、委
託
料
、消
雪

施
設
電
気
代

●
補
助
金
額

　

○
市
道
の
場
合

　
対
象
経
費
の
50
㌫

○
市
道
以
外
の
場
合

　
対
象
経
費
の
30
㌫
、

限
度
額
20
万
円

●
申
込
期
限

　
11
月
29
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
建
設
課
建
設
管
理
係

　

☎（
87
）０
８
６
２

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る

責
任
技
術
者
で
、
登
録
有
効
期
限
が
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、
現
在
所
属
し
て

い
る
指
定
工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
必
要
な
手
続
き
　
登
録
更
新
の
申
請
と
更

新
講
習
会
の
受
講

●
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮
ま
で

●
受
付
場
所
　
市
上
下
水
道
課（
平
山
４
０

　
７
３
の
１
）

※
問
い
合
わ
せ
　
市
上
下
水
道
課
下
水
道
業

務
係
☎（
83
）３
３
８
９

●
サ
イ
ズ
　
１
６
４
㍉
×
87
㍉
（
内
ポ
ケ
ッ

ト
に
ピ
ッ
タ
リ
の
サ
イ
ズ
）

●
特

　
色

　
①
年
度
・
暦
年
ど
ち
ら
も
対

応
の
便
利
な
日
程
表
②
最
新
の
統
計
資

料
と
官
公
庁
・
学
校
・
病
院
な
ど
の
名
簿

を
掲
載
③
お
出
か
け
便
利
情
報
や
子
ど

も
の
遊
び
場
の
情
報
を
掲
載
④
モ
ス
グ

リ
ー
ン
と
パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
の
２
色

●
価

　
格

　
６
０
０
円（
税
込
）

●
市
役
所
販
売

　
地
域
づ
く
り
推
進
課
、
市

役
所
売
店

◇
手
帳
の
帯
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
の
中
か
ら
抽

選
で
、
雪
若
丸
２
㎏
、
つ
や
姫
２
㎏
、
や
ま

が
た
百
名
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
い
ず
れ

か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す（
各
5
人
）。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
づ
く
り
推
進
課
地

域
づ
く
り
支
援
室
☎（
87
）０
８
１
７

●
い
　
つ
　
11
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
45
分（
午
後
１
時
開
場
）

●
ど
こ
で
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
２
階
大

会
議
室

●
内
　
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
第
1
部
）
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表
・
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
生
な
ど
に
よ
る
広
報
啓
発
グ
ッ
ズ

の
発
表
（
第
2
部
）
、
基
調
講
演
「
犯
罪
被

害
者
支
援
の
現
状
と
今
後
を
考
え
る
」

（
全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
・
平
井
紀
夫
さ
ん
）（
第
3
部
）

●
そ
の
他
　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
入
場
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
や
ま
が
た
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
０
２
３

（
６
４
２
）
３
５
７
１

携
帯
電
話
に
お
け
る
７
０
０
㎒
帯
の
周

波
数
を
利
用
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
に
向

け
て
、
試
験
電
波
を
発
射
し
ま
す
。電
波
が
発

射
さ
れ
る
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
放

送
受
信
に
障
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
映
像
が
乱
れ
る
な
ど
の
障
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
対
策
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
工
事
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
い

　
つ

　
11
月
21
日
㈭
以
降
４
週
間
程
度

※
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）７
０
0
㎒
利
用
推

進
協
会
７
０
０
㎒
テ

レ

ビ

受

信

障

害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（
７
０
０)

０
１
２
（
午
前
９
時
～
午
後
10

時
）

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
や
家
族
同

士
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
い

　
つ

　
11
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

●
ど
こ
で

　
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー（
中
道
）

●
対

　
象

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

●
内

　
容

　
口
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
参
加
者
・
家
族
の
交
流
、
言
語
聴
覚
士

へ
の
相
談
な
ど

●
指
導
者

　
荒
井
晋
一
さ
ん
（
リ
バ
ー
ヒ
ル

長
井

　
言
語
聴
覚
士
）

●
参
加
料

　
無
料

●
申
込
期
限

　
11
月
６
日
㈬
ま
で

◇
希
望
者
に
は
送
迎
を
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

8
月
分
～
10
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
、

11
月
11
日
㈪
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
11
月
以
降
は
奇
数

月
の
11
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
営

業
日
）に
、そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
の
前
月
ま
で

の
２
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も

家
庭
係
☎（
87
）０
６
８
７

第
４
回
こ
ん
わ
会

２
０
２
０
年
版

や
ま
が
た
県
民
手
帳
販
売
中

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

除
雪
・
消
雪
経
費
の
補
助

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
映
像
の

障
害
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

山形県最低賃金が

790円に改定

（27円UP)

●効力発生日　

　令和元年10月1日

◇この最低賃金は、県内で

働くすべての労働者に適

用されます。

※問い合わせ　

　山形県労働局賃金室

　☎023（624)8224
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高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
充
実
や
介
護
予

防
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
健
康
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
未
提
出
の
人
に
訪
問
調
査
を

行
い
ま
す
。

●
対

　
象

　
致
芳
・
西
根
・
平
野
・
伊
佐
沢
・
豊

田
各
地
区
の
70
歳
か
ら
90
歳
の
人(

昭
和

４
年
４
月
２
日
～
昭
和
25
年
４
月
１
日

生
ま
れ)

で
、
高
齢
者
健
康
調
査
票
を
未
提

出
の
人

◇
た
だ
し
、
昭
和
19
年
４
月
２
日
～
昭
和
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、
介
護
保
険
で

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
、
事
業
対
象
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
除
い
て
い
ま
す
。

○
調
査
員

●
北
学
校
区

　
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

●
南
学
校
区

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
慈

光
園
職
員

●
調
査
期
間
　
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

若
い
世
代
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
が
多

く
な
っ
て
い
く
現
代
、
介
護
や
生
活
支
援
の

担
い
手
と
な
る
世
代
は
少
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
を
聞
き
な
が
ら
、
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
　
つ
　
11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分（
午
後
１
時
か
ら
受
付
開
始
）

●
ど
こ
で
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
基
調
講
演

　
広
め
て
い
こ
う
！
誰
に
で
も

で
き
る
支
え
合
い
活
動
（
（
公
財
）
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
理
事
・
鶴
山
芳
子
さ
ん
）

●
事
例
紹
介

　
身
近
で
取
り
組
ん
で
い
る
支

え
合
い
活
動

●
対

　
象

　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料

　
無
料

　

●
申
込
期
限

　
11
月
22
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

●
い

　
つ

　
11
月
12
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～

３
時

●
ど
こ
で

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内

　
容

　
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
情

報
交
換
会

●
対
　
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど

●
申
込
期
限
　
11
月
8
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
88
）３
７
１
１

市
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
7
団
体
23
個
人
、

約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
唄
や
踊
り
を
披
露

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

●
い
　
つ
　
11
月
7
日
㈭
午
前
10
時
か
ら

（
午
前
９
時
30
分
開
会
）

●
ど
こ
で
　
タ
ス
2
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
Ｉ

※
問
い
合
わ
せ
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

鈴
木
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）☎
（
88
）

３
７
１
１

一
人
暮
ら
し
の
人
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域

の
人
の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
の
専
門
職
も
い
ま
す
の
で
、
認
知
症
の

人
の
介
護
相
談
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
い

　
つ

　
11
月
９
日
㈯
午
後
5
時
30
分
～

７
時

●
ど
こ
で

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
・
は
な

の
ま
ち（
あ
ら
町
３
の
８
の
１
）

※
問
い
合
わ
せ

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
・

は
な
の
ま
ち
☎（
84
）２
６
７
７

ナ
イ
ト
カ
フ
ェ
・
は
な
の
ま
ち

あやめカフェ＆つつじカフェ
一緒にお茶を飲みながら、認知症・介護の悩み

相談や友人との交流の場としてご利用ください。

あやめカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　ケアセンターとこしえあやめ通り
　（緑町12の50、☎（88）9800）
 ●11月の開催日　11月21日㈭

つつじカフェ（午後２時～３時30分）
 ●どこで　あら町ケアセンター
　（あら町4の23、☎（84）7577）
 ●11月の開催日　11月28日㈭

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
家
族
介
護
教
室

（
介
護
者
の
集
い
）

高
齢
者
健
康
調
査
票

訪
問
調
査

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
41
回
年
忘
れ
芸
能
大
会

三ツ星健康レシピ『鮭チーズごはん』
≪材料≫４人分
米・・・・・・・・・・・・・2合

（ごはんの場合600ｇ）
６Pチーズ・・・4個（約70ｇ）
生鮭・・・・・・・・・・・・・2切
塩・・・・・・・・・・・・・小2/3
調理酒・・・・・・・・・・・大２
青じそ・・・・・・・・・・・4枚

≪作り方≫

①下ごしらえとして、チーズ

は5～7㎜に角切り、生鮭は塩

と酒をまぶして10分間置き、

青じそは千切りする。

②生鮭をグリルで焼く（グリ

ルがない場合はフライパンに

クッキングシートを敷いて焼

く）。

③②が焼きあがったら骨と皮

を取り除き、粗くほぐす。

④炊き立てのごはんに③と

チーズを加えて軽く混ぜ、器

に盛り付け、青じそをのせる。

Ａ

※問い合わせ 市健康課☎（84）6822

食改さんからのアドバイス

炊き立てのご飯がない時は、

ご飯とチーズと鮭を混ぜて

電子レンジで加熱し再度混

ぜれば出来上がり。時間がな

い朝ごはんに最適です。
〈１人分〉
エネルギー 375kcal
タンパク質   17.9ｇ
脂質              7.0ｇ
食塩相当量     0.8ｇ
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市
内
の
道
路
で
、
市
の
除
雪
計
画
以
外
の

道
路
を
地
区
内
の
団
体
な
ど
が
費
用
を
出
し

合
っ
て
機
械
除
雪
な
ど
を
す
る
場
合
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

　
延
長
35
㍍
以
上
あ
る
同
一
路

線
を
生
活
道
路
と
す
る
3
戸
以
上
で
組

織
さ
れ
た
団
体

●
対
象
経
費
　
機
械
借
上
料
、委
託
料
、消
雪

施
設
電
気
代

●
補
助
金
額
　

○
市
道
の
場
合
　
対
象
経
費
の
50
㌫

○
市
道
以
外
の
場
合
　
対
象
経
費
の
30
㌫
、

限
度
額
20
万
円

●
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
　
市
建
設
課
建
設
管
理
係
　

☎（
87
）０
８
６
２

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る

責
任
技
術
者
で
、
登
録
有
効
期
限
が
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、
現
在
所
属
し
て

い
る
指
定
工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
必
要
な
手
続
き
　
登
録
更
新
の
申
請
と
更

新
講
習
会
の
受
講

●
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮
ま
で

●
受
付
場
所
　
市
上
下
水
道
課（
平
山
４
０

　
７
３
の
１
）

※
問
い
合
わ
せ
　
市
上
下
水
道
課
下
水
道
業

務
係
☎（
83
）３
３
８
９

●
サ
イ
ズ

　
１
６
４
㍉
×
87
㍉
（
内
ポ
ケ
ッ

ト
に
ピ
ッ
タ
リ
の
サ
イ
ズ
）

●
特

　
色

　
①
年
度
・
暦
年
ど
ち
ら
も
対

応
の
便
利
な
日
程
表
②
最
新
の
統
計
資

料
と
官
公
庁
・
学
校
・
病
院
な
ど
の
名
簿

を
掲
載
③
お
出
か
け
便
利
情
報
や
子
ど

も
の
遊
び
場
の
情
報
を
掲
載
④
モ
ス
グ

リ
ー
ン
と
パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
の
２
色

●
価
　
格
　
６
０
０
円（
税
込
）

●
市
役
所
販
売
　
地
域
づ
く
り
推
進
課
、
市

役
所
売
店

◇
手
帳
の
帯
に
印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
の
中
か
ら
抽

選
で
、
雪
若
丸
２
㎏
、
つ
や
姫
２
㎏
、
や
ま

が
た
百
名
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
い
ず
れ

か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す（
各
5
人
）。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
づ
く
り
推
進
課
地

域
づ
く
り
支
援
室
☎（
87
）０
８
１
７

●
い
　
つ
　
11
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
45
分（
午
後
１
時
開
場
）

●
ど
こ
で
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
２
階
大

会
議
室

●
内
　
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
第
1
部
）
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表
・
デ
ザ
イ
ン
専
門

学
校
生
な
ど
に
よ
る
広
報
啓
発
グ
ッ
ズ

の
発
表
（
第
2
部
）
、
基
調
講
演
「
犯
罪
被

害
者
支
援
の
現
状
と
今
後
を
考
え
る
」

（
全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
・
平
井
紀
夫
さ
ん
）（
第
3
部
）

●
そ
の
他

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で

も
入
場
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
や
ま
が
た
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
０
２
３

（
６
４
２
）
３
５
７
１

携
帯
電
話
に
お
け
る
７
０
０
㎒
帯
の
周

波
数
を
利
用
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
に
向

け
て
、
試
験
電
波
を
発
射
し
ま
す
。電
波
が
発

射
さ
れ
る
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
放

送
受
信
に
障
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
映
像
が
乱
れ
る
な
ど
の
障
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
対
策
工
事
が
必
要
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
工
事
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
い
　
つ
　
11
月
21
日
㈭
以
降
４
週
間
程
度

※
問
い
合
わ
せ
　
（
一
社
）７
０
0
㎒
利
用
推

進
協
会
７
０
０
㎒
テ

レ

ビ

受

信

障

害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（
７
０
０)

０
１
２
（
午
前
９
時
～
午
後
10

時
）

同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
や
家
族
同

士
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
い

　
つ

　
11
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

●
ど
こ
で

　
リ
バ
ー
ヒ
ル
長
井
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー（
中
道
）

●
対
　
象
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

●
内
　
容
　
口
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
参
加
者
・
家
族
の
交
流
、
言
語
聴
覚
士

へ
の
相
談
な
ど

●
指
導
者
　
荒
井
晋
一
さ
ん
（
リ
バ
ー
ヒ
ル

長
井
　
言
語
聴
覚
士
）

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　
11
月
６
日
㈬
ま
で

◇
希
望
者
に
は
送
迎
を
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
83
）２
１
２
７

8
月
分
～
10
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
、

11
月
11
日
㈪
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
11
月
以
降
は
奇
数

月
の
11
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
直
前
の
営

業
日
）に
、そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
の
前
月
ま
で

の
２
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も

家
庭
係
☎（
87
）０
６
８
７

第
４
回
こ
ん
わ
会

２
０
２
０
年
版

や
ま
が
た
県
民
手
帳
販
売
中

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

除
雪
・
消
雪
経
費
の
補
助

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
映
像
の

障
害
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月

山形県最低賃金が

790円に改定

（27円UP)

●効力発生日　

　令和元年10月1日

◇この最低賃金は、県内で

働くすべての労働者に適

用されます。

※問い合わせ　

　山形県労働局賃金室

　☎023（624)8224



高齢者のご自宅の除雪を支援します
高齢者生活支援除雪サービス事業利用者登録開始

問市福祉あんしん課

　長寿介護係

☎（87）0686

障がいがある人のご自宅の除雪を支援します
障がい者除雪費支給事業利用者登録開始

問市福祉あんしん課

　長寿介護係

☎（87）0686
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高齢者のみの世帯で雪下ろしなどが困難であり、経済的にも労力的にも親族や地域からの支援が望めない

世帯に対し、雪下ろしなどの支援を行います。

下記①～④全てに該当する世帯

①除雪作業が困難な65歳以上の高齢者のみの世帯

②親族または地域からの援助（金銭的・労力的）が見込めない世帯

③世帯全員が市民税非課税である世帯

④除雪を必要とする住居を生活の本拠としている世帯

◇生活保護世帯は除きます。

●対象世帯

①住居の雪下ろし作業とその作業に付随する出入り口の除雪作業

②敷地内に雪を下ろすことができない場合の屋根の雪の運搬作業

③積雪により住居の破損の恐れがある場合の除雪作業

◇庭の雪かき、車庫や物置の雪下ろしは対象外となります。

●支援を行う内容

●助成金額
1回につき16,000円

◇1世帯2回が限度です。ただし、豪雪対策本部が設置された場合は3回となります。

●申込方法

地区の民生委員児童委員を通して、事前に登録申請をお願いします。

障がい者のみの世帯や障がい者と高齢者のみの世帯で雪下ろしが自力で困難な人に雪下ろしの費用を助

成します。

下記①～④全てに該当する世帯

①障がい者のみ、障がい者と65歳以上の高齢者のみの世帯

◇世帯全員が65歳以上の場合は、高齢者生活支援除雪サービス事業に該当します。

②親族または地域からの援助（金銭的・労力的）が見込めない世帯

③世帯全員が市民税非課税である世帯

④除雪を必要とする住居を生活の本拠としている世帯

◇生活保護世帯は除きます。

●対象世帯

①住居の雪下ろし作業とその作業に付随する出入り口の除雪作業

②敷地内に雪を下ろすことができない場合の屋根の雪の運搬作業

③積雪により住居の破損の恐れがある場合の除雪作業

◇庭の雪かき、車庫や物置の雪下ろしは対象外となります。

●支援を行う内容

●助成金額
1回につき16,000円

◇1世帯2回が限度です。ただし、豪雪対策本部が設置された場合は3回となります。

●申込方法

事前登録が必要です。

市福祉あんしん課(6番窓口)で

登録申請をお願いします。該

当するか分からない場合は、

事前に電話でお問い合わせく

ださい。

●対象となる障がいの範囲
身体障害者手帳1・2級、療育手帳A、精神障害者手帳1・2級

広報ながい　2019．11．1　 　10

診療科 区分 月 火 水 木 金

内　科

午前

松橋 昭夫 松橋 昭夫 松橋 昭夫 松橋 昭夫 ー

ー 齋藤 秀樹 ー ー 齋藤 秀樹

ー ー

総合病院

峯岸 幸博
（呼吸器）

ー

山大

鳥居 由佳
（第1週）

東梅 友美
（第3週）

総合病院

池野 栄一郎
(循環器）

（第2・4週）

ー ー ー

総合病院

髙橋 潤
（第2・4週）

午後
松橋 昭夫

（予約のみ）

総合病院

江口 英行
(甲状腺）

（隔週）

松橋 昭夫
（予約のみ）

ー

総合病院

鈴木 琢磨
(血液）

（予約のみ）

内視鏡検査など

(検査のみ)
午前

齋藤 秀樹
(内視鏡)

ー
齋藤 秀樹

(超音波・内視鏡)
ー ー

精神科

(再来のみ)

午前/午後
総合病院

鈴木 淳也

総合病院

櫻井 耕

総合病院

網干 岳

総合病院

佐藤 洋三

総合病院

鈴木 春芳

午前
総合病院

佐藤 洋三

総合病院

鈴木 春芳

総合病院

赤羽 隆樹

総合病院

櫻井 耕

総合病院

鈴木 淳也

婦人科 午前 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良

泌尿器科 午前 ー 恩村 芳樹 恩村 芳樹 ー 恩村 芳樹

外　科

午前
総合病院

山賀 亮介
豊野 充

総合病院

水谷 雅臣
(第2・4週）

ー 豊野 充

午後 ー

総合病院

小澤 孝一郎
（予約のみ）

ー ー ー

脳神経外科 午後 ー ー

総合病院

金城 利彦
(第2・4週）

（再来予約のみ）

ー ー

耳鼻咽喉科
午前 ー ー ー ー 山大医師

午後 山大医師 ー 山大医師 ー ー

整形外科

午前
総合病院

松木 宏史
ー

総合病院

村上 成人

総合病院

渡邉 忠良
ー

午後 ー ー ー ー

林 雅弘
（第4週）

※置賜総合病院から

の紹介患者のみ

眼　科 午前 ー ー ー 山大医師 ー

公立置賜長井病院診療体制

◇人工透析を実施しています（月～土）。

◇内科医師の主な専門診療分野についてはお問い合わせください。

●新　患　午前8時30分～11時

●再　来　午前8時～11時

●休診日　土・日・祝日・年末年始(人工透析を除く)

　　　※問い合わせ　公立置賜長井病院　〒993-0002　長井市屋城町2の1

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　☎(84）2161　案内窓口(内線208)

受付時間

禁煙したいと思っている人をサポートします。要件を

満たした人は、保険適応で禁煙治療を受けることがで

きます。診療は、毎週火・金曜日の外科外来です。

詳しくはお問い合わせください。
◇都合により変更になる場合がありますのでご了

承ください。また、予約などはお問い合わせくだ

さい。

禁煙外来を実施しています

【令和元年11月1日現在】

●申込方法



高齢者のご自宅の除雪を支援します
高齢者生活支援除雪サービス事業利用者登録開始

問市福祉あんしん課

　長寿介護係

☎（87）0686

障がいがある人のご自宅の除雪を支援します
障がい者除雪費支給事業利用者登録開始

問市福祉あんしん課

　長寿介護係

☎（87）0686
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高齢者のみの世帯で雪下ろしなどが困難であり、経済的にも労力的にも親族や地域からの支援が望めない

世帯に対し、雪下ろしなどの支援を行います。

下記①～④全てに該当する世帯

①除雪作業が困難な65歳以上の高齢者のみの世帯

②親族または地域からの援助（金銭的・労力的）が見込めない世帯

③世帯全員が市民税非課税である世帯

④除雪を必要とする住居を生活の本拠としている世帯

◇生活保護世帯は除きます。

●対象世帯

①住居の雪下ろし作業とその作業に付随する出入り口の除雪作業

②敷地内に雪を下ろすことができない場合の屋根の雪の運搬作業

③積雪により住居の破損の恐れがある場合の除雪作業

◇庭の雪かき、車庫や物置の雪下ろしは対象外となります。

●支援を行う内容

●助成金額
1回につき16,000円

◇1世帯2回が限度です。ただし、豪雪対策本部が設置された場合は3回となります。

●申込方法

地区の民生委員児童委員を通して、事前に登録申請をお願いします。

障がい者のみの世帯や障がい者と高齢者のみの世帯で雪下ろしが自力で困難な人に雪下ろしの費用を助

成します。

下記①～④全てに該当する世帯

①障がい者のみ、障がい者と65歳以上の高齢者のみの世帯

◇世帯全員が65歳以上の場合は、高齢者生活支援除雪サービス事業に該当します。

②親族または地域からの援助（金銭的・労力的）が見込めない世帯

③世帯全員が市民税非課税である世帯

④除雪を必要とする住居を生活の本拠としている世帯

◇生活保護世帯は除きます。

●対象世帯

①住居の雪下ろし作業とその作業に付随する出入り口の除雪作業

②敷地内に雪を下ろすことができない場合の屋根の雪の運搬作業

③積雪により住居の破損の恐れがある場合の除雪作業

◇庭の雪かき、車庫や物置の雪下ろしは対象外となります。

●支援を行う内容

●助成金額
1回につき16,000円

◇1世帯2回が限度です。ただし、豪雪対策本部が設置された場合は3回となります。

●申込方法

事前登録が必要です。

市福祉あんしん課(6番窓口)で

登録申請をお願いします。該

当するか分からない場合は、

事前に電話でお問い合わせく

ださい。

●対象となる障がいの範囲
身体障害者手帳1・2級、療育手帳A、精神障害者手帳1・2級
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診療科 区分 月 火 水 木 金

内　科

午前

松橋 昭夫 松橋 昭夫 松橋 昭夫 松橋 昭夫 ー

ー 齋藤 秀樹 ー ー 齋藤 秀樹

ー ー

総合病院

峯岸 幸博
（呼吸器）

ー

山大

鳥居 由佳
（第1週）

東梅 友美
（第3週）

総合病院

池野 栄一郎
(循環器）

（第2・4週）

ー ー ー

総合病院

髙橋 潤
（第2・4週）

午後
松橋 昭夫

（予約のみ）

総合病院

江口 英行
(甲状腺）

（隔週）

松橋 昭夫
（予約のみ）

ー

総合病院

鈴木 琢磨
(血液）

（予約のみ）

内視鏡検査など

(検査のみ)
午前

齋藤 秀樹
(内視鏡)

ー
齋藤 秀樹

(超音波・内視鏡)
ー ー

精神科

(再来のみ)

午前/午後
総合病院

鈴木 淳也

総合病院

櫻井 耕

総合病院

網干 岳

総合病院

佐藤 洋三

総合病院

鈴木 春芳

午前
総合病院

佐藤 洋三

総合病院

鈴木 春芳

総合病院

赤羽 隆樹

総合病院

櫻井 耕

総合病院

鈴木 淳也

婦人科 午前 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良 沼崎 政良

泌尿器科 午前 ー 恩村 芳樹 恩村 芳樹 ー 恩村 芳樹

外　科

午前
総合病院

山賀 亮介
豊野 充

総合病院

水谷 雅臣
(第2・4週）

ー 豊野 充

午後 ー

総合病院

小澤 孝一郎
（予約のみ）

ー ー ー

脳神経外科 午後 ー ー

総合病院

金城 利彦
(第2・4週）

（再来予約のみ）

ー ー

耳鼻咽喉科
午前 ー ー ー ー 山大医師

午後 山大医師 ー 山大医師 ー ー

整形外科

午前
総合病院

松木 宏史
ー

総合病院

村上 成人

総合病院

渡邉 忠良
ー

午後 ー ー ー ー

林 雅弘
（第4週）

※置賜総合病院から

の紹介患者のみ

眼　科 午前 ー ー ー 山大医師 ー

公立置賜長井病院診療体制

◇人工透析を実施しています（月～土）。

◇内科医師の主な専門診療分野についてはお問い合わせください。

●新　患　午前8時30分～11時

●再　来　午前8時～11時

●休診日　土・日・祝日・年末年始(人工透析を除く)

　　　※問い合わせ　公立置賜長井病院　〒993-0002　長井市屋城町2の1

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　☎(84）2161　案内窓口(内線208)

受付時間

禁煙したいと思っている人をサポートします。要件を

満たした人は、保険適応で禁煙治療を受けることがで

きます。診療は、毎週火・金曜日の外科外来です。

詳しくはお問い合わせください。
◇都合により変更になる場合がありますのでご了

承ください。また、予約などはお問い合わせくだ

さい。

禁煙外来を実施しています

【令和元年11月1日現在】

●申込方法



有料広告
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●
い
　
つ
　
11
月
９
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時

●
ど
こ
で
　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
前
広
場（
中
道
農
協
倉
庫
前
）

●
内
　
容
　
長
井
産
農
産
物
・
加
工
品
の
販

売
、
米
沢
牛
・
新
鮮
果
物
・
朝
採
り
野
菜
・

花
の
販
売
、
餅
振
る
舞
い
、
わ
た
飴
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
雪
若
丸
お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
、

り
ん
ご
皮
む
き
大
会
、大
抽
選
会
な
ど

◇
数
量
限
定
の
た
め
、な
く
な
り
次
第
終
了
。

※
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
あ
や

め
支
店
振
興
担
当
☎（
84
）２
１
２
１

銅
板
を
叩
い
て
作
る
レ
リ
ー
フ
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
い

　
つ

　
11
月
4
日
㈪
㈷
午
前
10
時
～
正

午
●
ど
こ
で

　
小
桜
館

●
料

　
金

　
５
０
０
円

●
定

　
員

　
10
人

●
対

　
象

　
小
学
3
年
生
以
上

●
講

　
師

　
荒
川
孝
さ
ん（
彫
金
作
家
）

◇
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
文
教
の
杜
な
が
い
☎（
88
）

４
１
５
１

長
井
市
ま
ち
づ
く
り
青
少
年
育
成
市
民

会
議
（
安
達
英
一
会
長
）
で
は
、「
長
井
の
心
」

を
育
む
少
年
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が
取
り
組
ん
で
い

る
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
を

テ
ー
マ
と
し
た
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

●
い
　
つ
　
11
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で
　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ 

舞
と
音
楽

の
ホ
ー
ル

●
内
　
容
　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る

活
動
発
表

※
問
い
合
わ
せ

　
市
文
化
生
涯
学
習
課

　☎（
84
）７
６
７
７

●
い

　
つ

　
11
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で

　
市
立
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

●
内

　
容

　
『
く
ろ
ね
こ
・
ル
ー
シ
ー
』

（
１
０
７
分
）
猫
た
ち
に
生
き
る
す
べ
を

教
わ
る
男
の
成
長
ぶ
り
を
描
い
た
心
温

ま
る
人
間
ド
ラ
マ
。

●
入
場
料

　
無
料

●
い

　
つ

　
11
月
15
日
㈮
～
24
日
㈰

●
内
　
容
　
本
を
５
冊
以
上
借
り
た
人
に
、

好
き
な
キ
ノ
コ
の
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

●
対

　
象

　
ど
な
た
で
も

※
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
☎（
88
）２
５

　
３
５

●
い
　
つ
　
11
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で
　
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り

●
演
　
題
　
徳
川
幕
府
巡
見
使
と
菊
地
庄
五

郎
●
講
　
師
　
仁
科
春
七
さ
ん
（
長
井
市
中
央

史
談
会
）

●
入
場
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ

　
長
井
市
中
央
史
談
会
事
務

局
（
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
84
）
５
８
６
９

●
い

　
つ

　
11
月
12
日
㈫
午
後
2
時
30
分
～

4
時
15
分

●
ど
こ
で

　
高
畠
町
生
涯
学
習
館

●
テ
ー
マ

　
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性

●
講

　
師

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
長
・
中

山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん

●
対

　
象

　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料

　
無
料

※
問
い
合
わ
せ

　
置
賜
社
会
教
育
振
興
会

事
務
局
（
置
賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

内
）☎（
88
）８
２
４
２

な
が
い
地
産
地
消
ま
つ
り

銅
板
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

第
41
回「
長
井
の
心
」を
育
む

少
年
活
動
発
表
会

第
18
回
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
会

市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

キ
ノ
コ
狩
り
！

 

～
キ
ノ
コ
の
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

 

み
ん
な
で
シ
ネ
マ

置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会（
兼
）

置
賜
地
区
生
涯
学
習
振
興
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

11月は児童虐待防止推進月間です

市では保育所や学校、病院、警察などと連携し、虐待の

未然防止、早期発見、早期対応、再発防止に取り組んでい

ます。皆さんからの連絡が子どもや保護者への支援につ

ながります。秘密は守られます。心配なこと、気になるこ

とはすぐにご連絡ください。

※児童虐待防止法により、虐待を受けていると思われる

児童を発見した場合、通告が義務付けられています。

連絡・相談受け付けています

◇児童相談所全国共通ダイヤル

　☎189(いちはやく)

◇市子育て推進課☎(87)0687

24時間対応で、お住まいの地域にある児童相談所に

つながります。

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

市家庭児童相談員による相談　8:30～16:30

11月はDV防止推進月間です

ドメスティック・バイオレンス(DV)とは、配偶者や

交際相手など親密な関係にある人から振るわれる

暴力のことです。身体的暴力のほか、精神的または

経済的、性的など様々な形態の暴力があります。暴

力はいかなる理由があっても決して許されません。

一人で悩まずにすぐにご相談ください。また、身近

な人が「DVでは？」と思う行為を受けていたら、さり

げなく相談を勧めてください。

連絡・相談受け付けています

◇市子育て推進課☎(87)0687

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

市婦人相談員による相談　9:00～17:00

(木曜日のみ13:30まで)

◇置賜総合支庁保健福祉環境部

　子ども家庭課☎0238(26)6027

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

◇DV相談ナビダイヤル

　☎0570(0)55210

最寄りの相談窓口への音声案内サービスです。

希望により相談窓口に電話をおつなぎします。

STOP THE 暴力!!

命の危険を感じたら 110番
広報ながい　2019．11．1　 　12

やまかわ りゅう さんおくやま ののあ さん かとう りお さんなす たいら さん

健診日にお伺いしま
した！ご協力いただ
き、ありがとうござ
いました。
撮影日10月8日㈫
市保健センター

（掲載は順不同です）

いいざわ そおわ さんおおさわ れい さん あべ ひづき さんたかなし みなと さん

　お子さんの写真を広報ながいに掲載してみませ

んか？掲載希望の人は、下記までご連絡ください。

※問い合わせ　市総合政策課秘書・広報室　　

　☎（87）0714

今年度3歳児健診を他市町村で受診した人へ

そわ あさひ  さんたかはし みりあ さん やまかわ はる さんうめつ こはる さん
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●
い

　
つ

　
11
月
９
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時

●
ど
こ
で

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
前
広
場（
中
道
農
協
倉
庫
前
）

●
内

　
容

　
長
井
産
農
産
物
・
加
工
品
の
販

売
、
米
沢
牛
・
新
鮮
果
物
・
朝
採
り
野
菜
・

花
の
販
売
、
餅
振
る
舞
い
、
わ
た
飴
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
雪
若
丸
お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
、

り
ん
ご
皮
む
き
大
会
、大
抽
選
会
な
ど

◇
数
量
限
定
の
た
め
、な
く
な
り
次
第
終
了
。

※
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
あ
や

め
支
店
振
興
担
当
☎（
84
）２
１
２
１

銅
板
を
叩
い
て
作
る
レ
リ
ー
フ
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
い
　
つ
　
11
月
4
日
㈪
㈷
午
前
10
時
～
正

午
●
ど
こ
で
　
小
桜
館

●
料
　
金
　
５
０
０
円

●
定
　
員
　
10
人

●
対
　
象
　
小
学
3
年
生
以
上

●
講
　
師
　
荒
川
孝
さ
ん（
彫
金
作
家
）

◇
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
文
教
の
杜
な
が
い
☎（
88
）

４
１
５
１

長
井
市
ま
ち
づ
く
り
青
少
年
育
成
市
民

会
議
（
安
達
英
一
会
長
）
で
は
、「
長
井
の
心
」

を
育
む
少
年
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が
取
り
組
ん
で
い

る
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
を

テ
ー
マ
と
し
た
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

●
い

　
つ

　
11
月
16
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で

　
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ 

舞
と
音
楽

の
ホ
ー
ル

●
内

　
容

　
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る

活
動
発
表

※
問
い
合
わ
せ

　
市
文
化
生
涯
学
習
課

　☎（
84
）７
６
７
７

●
い
　
つ
　
11
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で
　
市
立
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

●
内
　
容
　
『
く
ろ
ね
こ
・
ル
ー
シ
ー
』

（
１
０
７
分
）
猫
た
ち
に
生
き
る
す
べ
を

教
わ
る
男
の
成
長
ぶ
り
を
描
い
た
心
温

ま
る
人
間
ド
ラ
マ
。

●
入
場
料
　
無
料

●
い
　
つ
　
11
月
15
日
㈮
～
24
日
㈰

●
内
　
容
　
本
を
５
冊
以
上
借
り
た
人
に
、

好
き
な
キ
ノ
コ
の
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

※
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
☎（
88
）２
５

　
３
５

●
い

　
つ

　
11
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か

ら
●
ど
こ
で

　
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り

●
演

　
題

　
徳
川
幕
府
巡
見
使
と
菊
地
庄
五

郎
●
講

　
師

　
仁
科
春
七
さ
ん
（
長
井
市
中
央

史
談
会
）

●
入
場
料

　
無
料

※
問
い
合
わ
せ

　
長
井
市
中
央
史
談
会
事
務

局
（
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
84
）
５
８
６
９

●
い
　
つ
　
11
月
12
日
㈫
午
後
2
時
30
分
～

4
時
15
分

●
ど
こ
で
　
高
畠
町
生
涯
学
習
館

●
テ
ー
マ
　
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性

●
講
　
師
　
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
長
・
中

山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん

●
対
　
象
　
ど
な
た
で
も

●
参
加
料
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
　
置
賜
社
会
教
育
振
興
会

事
務
局
（
置
賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

内
）☎（
88
）８
２
４
２

な
が
い
地
産
地
消
ま
つ
り

銅
板
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

第
41
回「
長
井
の
心
」を
育
む

少
年
活
動
発
表
会

第
18
回
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
会

市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

キ
ノ
コ
狩
り
！

 

～
キ
ノ
コ
の
し
お
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

 

み
ん
な
で
シ
ネ
マ

置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会（
兼
）

置
賜
地
区
生
涯
学
習
振
興
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

11月は児童虐待防止推進月間です

市では保育所や学校、病院、警察などと連携し、虐待の

未然防止、早期発見、早期対応、再発防止に取り組んでい

ます。皆さんからの連絡が子どもや保護者への支援につ

ながります。秘密は守られます。心配なこと、気になるこ

とはすぐにご連絡ください。

※児童虐待防止法により、虐待を受けていると思われる

児童を発見した場合、通告が義務付けられています。

連絡・相談受け付けています

◇児童相談所全国共通ダイヤル

　☎189(いちはやく)

◇市子育て推進課☎(87)0687

24時間対応で、お住まいの地域にある児童相談所に

つながります。

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

市家庭児童相談員による相談　8:30～16:30

11月はDV防止推進月間です

ドメスティック・バイオレンス(DV)とは、配偶者や

交際相手など親密な関係にある人から振るわれる

暴力のことです。身体的暴力のほか、精神的または

経済的、性的など様々な形態の暴力があります。暴

力はいかなる理由があっても決して許されません。

一人で悩まずにすぐにご相談ください。また、身近

な人が「DVでは？」と思う行為を受けていたら、さり

げなく相談を勧めてください。

連絡・相談受け付けています

◇市子育て推進課☎(87)0687

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

市婦人相談員による相談　9:00～17:00

(木曜日のみ13:30まで)

◇置賜総合支庁保健福祉環境部

　子ども家庭課☎0238(26)6027

月～金（祝日・年末年始除く）　8:30～17:15

◇DV相談ナビダイヤル

　☎0570(0)55210

最寄りの相談窓口への音声案内サービスです。

希望により相談窓口に電話をおつなぎします。

STOP THE 暴力!!

命の危険を感じたら 110番
広報ながい　2019．11．1　 　12

やまかわ りゅう さんおくやま ののあ さん かとう りお さんなす たいら さん

健診日にお伺いしま
した！ご協力いただ
き、ありがとうござ
いました。
撮影日10月8日㈫
市保健センター

（掲載は順不同です）

いいざわ そおわ さんおおさわ れい さん あべ ひづき さんたかなし みなと さん

　お子さんの写真を広報ながいに掲載してみませ

んか？掲載希望の人は、下記までご連絡ください。

※問い合わせ　市総合政策課秘書・広報室　　

　☎（87）0714

今年度3歳児健診を他市町村で受診した人へ

そわ あさひ  さんたかはし みりあ さん やまかわ はる さんうめつ こはる さん
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長井ミニバスケスポーツ少年団

スポーツ少年団紹介

　長井ミニバスケスポーツ少年団は、礼儀や思いやり

を大切にし、元気に活動することを目標として、1年生
から6年生までが一緒になり元気いっぱいに活動して
います。
　バスケットボールは、狭いコートの中で敵味方合わ
せて10人で行うスポーツで、チームワークがとても大
切なスポーツです。日々のスポ少活動（試合・遠征・合
宿など）を通して多くの経験をしてほしいです。
　随時団員募集していますので、興味のある人はぜひ
一度見学に来てください！入団お待ちしております。
●練習会場　生涯学習プラザ、致芳小学校・平野小学校・
　長井小学校体育館
●活動日　火・水・金・土曜日18：30～21：00
◇火曜日のみ冬期は19：00～21：00
◇練習日は週3回で、水・金曜日は男女に分けています。

●対　象　小 1 ～小 6 の男女
※問い合わせ 代表指導者 金田輝美☎090（3984）6526

大人のハイキング「あづま総合運動公園」

・・・黄色い秋を満喫しましょう・・・

●い　つ　11月13日㈬午前8時集合（小雨決行）

●集　合　生涯学習プラザ(バスで移動)

●持ち物　飲み物、おやつ、雨具、タオルなど

●服　装　履き慣れた靴、動きやすい服装

●申込期限　11月8日㈮
●定　員　先着20人

※問い合わせ　長井花のまちスポーツクラブ事務局

　（生涯学習プラザ内）☎（87）0187

11月は○○○○○○推進月間です

正解者の中から抽選で２人に、市民直売所「おらん
だ市場菜なポート」の500円分の商品券を進呈します。
クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号、市報に対
するご意見などをはがきに書いてお寄せください。▲

あ て 先　〒993・8601
　　　　　　長井市総合政策課「市報クイズ」係▲

締め切り　11月15日㈮当日消印有効▲

10月1日号の市報クイズの正解は「検診」でした。プ
レゼント当選者は次のとおりです。

　渡部さん（横町）　　深澤さん（九野本）
　ご応募ありがとうございました。

編
集
後
記

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
10
月
か

ら
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た

梅
津
と
申
し
ま
す
。
今
年
も

冬
の
足
音
が
少
し
ず
つ
近
づ

い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

予
報
で
は
暖
冬
の
よ
う
で
す

が
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

徐
々
に
空
気
が
乾
燥
し
て
き

た
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
に
も
気
を
付
け
な
が
ら

日
々
の
業
務
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
長
井
の

四
季
折
々
の
情
報
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
梅
津
）

▲

「広報ながい」から旬の情報をピックアップ

　けさらじ㈫㈭㈮ 7:30頃、ゆうらじ㈫㈭㈮18:15頃、

　週刊おらんだラジオ増刊号㈯９:15▲

おらんだのニュース　

　ひるらじ㈪～㈮ 13:15頃▲

すくすく子育て応援ラジオプラス（15分）

　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）▲

～ころばぬ先の豆知識～こんちには消費生活センターです

　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）▲

聞いてびっくり！しゃべって納得！国際交流のススメ

　　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）

　◇放送日など詳細についてはおらんだラジオホーム

　ページをご覧ください。

◇長井市の人口（9月30日現在）
総人口　26,589人（男12,917人、女13,672人）

世帯数　9,943世帯（外国人含）

長井市関連
番組紹介

「広報ながい」は大豆油インクを使用しています。

※問い合わせ　長井ボランティアセンター

（市社会福祉協議会）☎（88）3711

ー広報ながい録音版の提供についてー

　広報ながい録音版を、目の不自由な人にCDま

たはカセットテープで提供しています。費用は

かかりません。お問い合わせください。

◇参加料は会員700円、非会員1,000円です。また、

参加料の他別途諸経費が必要です。詳しい内容、

申し込みは事務局まで問い合わせください。

楽しい山歩き教室　相馬市「鹿狼山」

・・・眼下に広がる太平洋・眺望の山・・・

●い　つ　11月20日㈬午前7時集合（小雨決行）

●集　合　生涯学習プラザ(バスで移動)

●持ち物　昼食、飲み物、おやつ、雨具、タオルなど

●服　装　登山靴、トレッキングできる服装

●申込期限　11月15日㈮
●定　員　先着15人
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●
い
　
つ
　
11
月
24
日
㈰
午
後
2
時
か
ら

●
ど
こ
で

　
遍
照
寺
本
堂（
横
町
）

●
対

　
象

　
園
児
か
ら
大
人
ま
で

●
内

　
容

　
和
歌
を
通
じ
て
日
本
古
来
の
言

葉
の
響
き
を
感
じ
、
豊
か
な
心
を
育
む
稽

古
で
す
。
見
学
、体
験
も
大
歓
迎
で
す
。

●
参
加
料

　
一
人
千
円
（
畳
代
／
年
）
、
ひ
と

家
族
千
円（
暖
房
料
11
月
か
ら
3
月
分
）

◇
ご
葬
儀
な
ど
に
よ
り
日
時
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
参
加
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

　
遍
照
寺
☎（
88
）２
２
８
５

森
の
恵
み
、
特
に
西
山
、
葉
山
は
長
井
に

に
と
っ
て
か
け
が
え
が
な
い
宝
の
山
で
す
。

山
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
き
の
こ
の
菌
打
ち
、

工
作
な
ど
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
　
つ
　
11
月
9
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

●
ど
こ
で
　
縄
文
そ
ば
の
館
前
広
場（
草
岡
）

◇
雨
天
時
は
市
民
西
根
体
育
館（
草
岡
）

●
内
　
容
　

①
西
根
森
づ
く
り
の
会
活
動
紹
介 

パ
ネ
ル

展
示

②
キ
ノ
コ(

し
い
た
け
、
な
め
こ)

植
菌
体

験
（
1
本
３
０
０
円
、
1
家
族
10
本
ま
で
、

２
０
０
本
限
定
）

③
県
産
材
活
用
貯
金
箱
工
作（
小
学
生
対
象
、

無
料
、先
着
40
人
）

④
丸
太
切
り
・
木
挽
き
体
験
（
無
料
）

⑤
農
産
物
直
売
（
手
数
料
無
料
、
売
り
放
題
、

買
い
放
題
）

◇
販
売
希
望
者
は
、
当
日
販
売
す
る
農
産
物

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑥
と
ち
餅
振
る
舞
い（
無
料
）

※
問
い
合
わ
せ

　
西
根
森
づ
く
り
の
会
・

芳
賀
☎
0
9
0
（
2
2
7
8
）
2
3
3
6
、

西
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
（
84
）

6
3
2
6

百
人
一
首
道
場

遍
照
寺
か
る
た
会

西
根
森
の
感
謝
祭

リヒテンシュタイン公国出身の作曲家ヨーゼフ・ラインベルガーの曲を中心と

した演奏会を開催します。彼の音楽を通して、リヒテンシュタインへの理解を深め

ます。入場無料ですので、ぜひお気軽にご来場ください。

2020東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業
リヒテンシュタイン音楽会

●い　つ　11月16日㈯午後6時30分（午後6時開場）

●どこで　タス２階

●入場料　無料

●出演者　羽山晃生・弘子　長井リヒテンシュタイン合唱団(市民公募)

※問い合わせ　市総合政策課オリンピックパラリンピック・文化スポーツ交流推

進室☎（87）0714

※問い合わせ　長井市婚活サポート委員会事務局（市役所市民相談センター内）

　　　　　　　長井市結婚・定住推進員　昆　邦子

　　　　　　　（一般社団法人異性間コミュニケーション協会認定　婚活コンシェルジュ）

　　　　　　　☎（87)0682　FAX（83)3156　E-mail　sodan01@city.nagai.yamagata.jp　

ボ ー ド ゲ ー ム

令和元年度　長井市婚活支援事業　（主催　長井市婚活サポート委員会）

交 流 会

【開催日】　　12月8日㈰
【時　間】　　男性13:30～　女性14:00～　（16:00終了予定）

　　　　　　◇交流会前に男性対象のセミナーを開催します。

【会　場】　　参加者に直接お知らせします。（同建物内に無料託児室をご用意します）

【参加費】　　男女とも1,000円

【定　員】　　男女とも各7人程度（最低実施人数男女各3人）

◇申し込み多数の場合、抽選あり。

【対象者】　　女性 結婚経験者で現在独身の人またはシングルマザー

　　男性 女性の要件を理解する人

　　　　　　◇男女とも結婚後、長井市に住みたい、または、働きたいと考えている人。

【申し込み】　長井市婚活サポート委員会事務局に電話、ファクシミリ、または

　　　　　　メールで以下の項目をお伝えの上、11月27日㈬までお申し込みください。

　　　　　　①住所②氏名③性別④年齢⑤職業⑥電話番号⑦託児室利用の有無
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長井ミニバスケスポーツ少年団

スポーツ少年団紹介

　長井ミニバスケスポーツ少年団は、礼儀や思いやり

を大切にし、元気に活動することを目標として、1年生
から6年生までが一緒になり元気いっぱいに活動して
います。
　バスケットボールは、狭いコートの中で敵味方合わ
せて10人で行うスポーツで、チームワークがとても大
切なスポーツです。日々のスポ少活動（試合・遠征・合
宿など）を通して多くの経験をしてほしいです。
　随時団員募集していますので、興味のある人はぜひ
一度見学に来てください！入団お待ちしております。
●練習会場　生涯学習プラザ、致芳小学校・平野小学校・
　長井小学校体育館
●活動日　火・水・金・土曜日18：30～21：00
◇火曜日のみ冬期は19：00～21：00
◇練習日は週3回で、水・金曜日は男女に分けています。

●対　象　小 1 ～小 6 の男女
※問い合わせ 代表指導者 金田輝美☎090（3984）6526

大人のハイキング「あづま総合運動公園」

・・・黄色い秋を満喫しましょう・・・

●い　つ　11月13日㈬午前8時集合（小雨決行）

●集　合　生涯学習プラザ(バスで移動)

●持ち物　飲み物、おやつ、雨具、タオルなど

●服　装　履き慣れた靴、動きやすい服装

●申込期限　11月8日㈮
●定　員　先着20人

※問い合わせ　長井花のまちスポーツクラブ事務局

　（生涯学習プラザ内）☎（87）0187

11月は○○○○○○推進月間です

正解者の中から抽選で２人に、市民直売所「おらん
だ市場菜なポート」の500円分の商品券を進呈します。
クイズの答えと住所・氏名・年齢・電話番号、市報に対
するご意見などをはがきに書いてお寄せください。▲

あ て 先　〒993・8601
　　　　　　長井市総合政策課「市報クイズ」係▲

締め切り　11月15日㈮当日消印有効▲

10月1日号の市報クイズの正解は「検診」でした。プ
レゼント当選者は次のとおりです。

　渡部さん（横町）　　深澤さん（九野本）
　ご応募ありがとうございました。

編
集
後
記

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
10
月
か

ら
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た

梅
津
と
申
し
ま
す
。
今
年
も

冬
の
足
音
が
少
し
ず
つ
近
づ

い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

予
報
で
は
暖
冬
の
よ
う
で
す

が
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

徐
々
に
空
気
が
乾
燥
し
て
き

た
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
に
も
気
を
付
け
な
が
ら

日
々
の
業
務
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
長
井
の

四
季
折
々
の
情
報
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
梅
津
）

▲

「広報ながい」から旬の情報をピックアップ

　けさらじ㈫㈭㈮ 7:30頃、ゆうらじ㈫㈭㈮18:15頃、

　週刊おらんだラジオ増刊号㈯９:15▲

おらんだのニュース　

　ひるらじ㈪～㈮ 13:15頃▲

すくすく子育て応援ラジオプラス（15分）

　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）▲

～ころばぬ先の豆知識～こんちには消費生活センターです

　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）▲

聞いてびっくり！しゃべって納得！国際交流のススメ

　　（㈪㈬ 7:30頃～、18:15頃～、㈯ 9:00～）

　◇放送日など詳細についてはおらんだラジオホーム

　ページをご覧ください。

◇長井市の人口（9月30日現在）
総人口　26,589人（男12,917人、女13,672人）

世帯数　9,943世帯（外国人含）

長井市関連
番組紹介

「広報ながい」は大豆油インクを使用しています。

※問い合わせ　長井ボランティアセンター

（市社会福祉協議会）☎（88）3711

ー広報ながい録音版の提供についてー

　広報ながい録音版を、目の不自由な人にCDま

たはカセットテープで提供しています。費用は

かかりません。お問い合わせください。

◇参加料は会員700円、非会員1,000円です。また、

参加料の他別途諸経費が必要です。詳しい内容、

申し込みは事務局まで問い合わせください。

楽しい山歩き教室　相馬市「鹿狼山」

・・・眼下に広がる太平洋・眺望の山・・・

●い　つ　11月20日㈬午前7時集合（小雨決行）

●集　合　生涯学習プラザ(バスで移動)

●持ち物　昼食、飲み物、おやつ、雨具、タオルなど

●服　装　登山靴、トレッキングできる服装

●申込期限　11月15日㈮
●定　員　先着15人
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●
い

　
つ

　
11
月
24
日
㈰
午
後
2
時
か
ら

●
ど
こ
で

　
遍
照
寺
本
堂（
横
町
）

●
対

　
象

　
園
児
か
ら
大
人
ま
で

●
内

　
容

　
和
歌
を
通
じ
て
日
本
古
来
の
言

葉
の
響
き
を
感
じ
、
豊
か
な
心
を
育
む
稽

古
で
す
。
見
学
、体
験
も
大
歓
迎
で
す
。

●
参
加
料

　
一
人
千
円
（
畳
代
／
年
）
、
ひ
と

家
族
千
円（
暖
房
料
11
月
か
ら
3
月
分
）

◇
ご
葬
儀
な
ど
に
よ
り
日
時
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
参
加
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
遍
照
寺
☎（
88
）２
２
８
５

森
の
恵
み
、
特
に
西
山
、
葉
山
は
長
井
に

に
と
っ
て
か
け
が
え
が
な
い
宝
の
山
で
す
。

山
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
き
の
こ
の
菌
打
ち
、

工
作
な
ど
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
　
つ
　
11
月
9
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

●
ど
こ
で
　
縄
文
そ
ば
の
館
前
広
場（
草
岡
）

◇
雨
天
時
は
市
民
西
根
体
育
館（
草
岡
）

●
内
　
容
　

①
西
根
森
づ
く
り
の
会
活
動
紹
介 

パ
ネ
ル

展
示

②
キ
ノ
コ(

し
い
た
け
、
な
め
こ)

植
菌
体

験
（
1
本
３
０
０
円
、
1
家
族
10
本
ま
で
、

２
０
０
本
限
定
）

③
県
産
材
活
用
貯
金
箱
工
作（
小
学
生
対
象
、

無
料
、先
着
40
人
）

④
丸
太
切
り
・
木
挽
き
体
験
（
無
料
）

⑤
農
産
物
直
売
（
手
数
料
無
料
、
売
り
放
題
、

買
い
放
題
）

◇
販
売
希
望
者
は
、
当
日
販
売
す
る
農
産
物

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑥
と
ち
餅
振
る
舞
い（
無
料
）

※
問
い
合
わ
せ

　
西
根
森
づ
く
り
の
会
・

芳
賀
☎
0
9
0
（
2
2
7
8
）
2
3
3
6
、

西
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
（
84
）

6
3
2
6

百
人
一
首
道
場

遍
照
寺
か
る
た
会

西
根
森
の
感
謝
祭

リヒテンシュタイン公国出身の作曲家ヨーゼフ・ラインベルガーの曲を中心と

した演奏会を開催します。彼の音楽を通して、リヒテンシュタインへの理解を深め

ます。入場無料ですので、ぜひお気軽にご来場ください。

2020東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業
リヒテンシュタイン音楽会

●い　つ　11月16日㈯午後6時30分（午後6時開場）

●どこで　タス２階

●入場料　無料

●出演者　羽山晃生・弘子　長井リヒテンシュタイン合唱団(市民公募)

※問い合わせ　市総合政策課オリンピックパラリンピック・文化スポーツ交流推

進室☎（87）0714

※問い合わせ　長井市婚活サポート委員会事務局（市役所市民相談センター内）

　　　　　　　長井市結婚・定住推進員　昆　邦子

　　　　　　　（一般社団法人異性間コミュニケーション協会認定　婚活コンシェルジュ）

　　　　　　　☎（87)0682　FAX（83)3156　E-mail　sodan01@city.nagai.yamagata.jp　

ボ ー ド ゲ ー ム

令和元年度　長井市婚活支援事業　（主催　長井市婚活サポート委員会）

交 流 会

【開催日】　　12月8日㈰
【時　間】　　男性13:30～　女性14:00～　（16:00終了予定）

　　　　　　◇交流会前に男性対象のセミナーを開催します。

【会　場】　　参加者に直接お知らせします。（同建物内に無料託児室をご用意します）

【参加費】　　男女とも1,000円

【定　員】　　男女とも各7人程度（最低実施人数男女各3人）

◇申し込み多数の場合、抽選あり。

【対象者】　　女性 結婚経験者で現在独身の人またはシングルマザー

　　男性 女性の要件を理解する人

　　　　　　◇男女とも結婚後、長井市に住みたい、または、働きたいと考えている人。

【申し込み】　長井市婚活サポート委員会事務局に電話、ファクシミリ、または

　　　　　　メールで以下の項目をお伝えの上、11月27日㈬までお申し込みください。

　　　　　　①住所②氏名③性別④年齢⑤職業⑥電話番号⑦託児室利用の有無
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て
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八
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に
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行
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先
は
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え
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叱
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落
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な
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花
作
町
　
ア
サ
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マ
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ラ

花
作
町

　
新
野

　
茂
子

　

東
　
町
　
瀧
川
　
知
一

東
　
町
　
髙
梨
　
陽
子
　

新
　
町
　
葉
山
　
悠
　

清
水
町
　
和
田
　
正
子

清
水
町
　
飯
澤
　
弘
子

中
　
道
　
小
川
　
晶
子

緑
　
町
　
緑
の
お
ば
さ
ん

成
　
田
　
飯
沢
　
ひ
で

　
森
　
　
金
田
け
さ
子

　
森

　
　
松

木

昭

子

寺
　
泉

　
手
塚
し
づ
ゑ

草
　
岡

　
勝 

見
　  

孝 

作

平
　
山

　
新
野

　
栄
作

平
　
山

　
土
屋

　
幸
江

投稿について
　毎月15日まで（15日消印有
効）。はがきかファクシミリで、
短歌、俳句、川柳と明記の上、
１枚に３首（句）まで楷書体で
投稿してください。雅号や匿
名でも掲載可能ですが、必ず
本名を記入してください。作
品の後に、住所、氏名、電話番
号を書いて、お送りください。

◇掲載は1人１首（句）。読めな
　い文字がある場合は掲載で
　きないことがあります。ま
　た、投稿数が多い場合、抽選
　で掲載を決定させていただ
　きます。

ま
ま
の
上   

四
釜
　
京
子

横
　
町   
布
施
　
直
治
　

寺
　
泉
　
平
井
　
勝
治

館
町
北
　
佐
藤
　
み
つ
　

清
水
町
　
勝
見
　
彦
次

清
水
町
　
か
っ
ぱ
の
恭

東
　
町
　
今
野
　
郁
子

成
　
田
　
高
橋
　
弘
　

五
十
川

　
平
吹

　
達
茶

草
　
岡
　
粗
忽

　
騒
子

草
　
岡

　
青
木

　
広
美

　

九
野
本

　
小

関

　

進

九
野
本

　
今
野

　
光
子

　

　文芸のひろばは、皆さんの歌や句

を気軽に投稿できるコーナーです。

●投稿先

 〒993・8601
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　市総合政策課
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市史編
へん

纂
さん

室だより No.51
問長井市史編纂委員会

　（事務局：市文化生涯学習課）

☎ (84)7677

　水
と
共
に
歴
史
あ
る
長
井
の
町
場

　
　
　
　
　

    

～
文
化
的
景
観
だ
よ
り
～

第14回

長
井
の
重
要
文
化
的
景
観
は
、
選
定
基
準
に
お
い
て
「
水
の
利
用
に
関
す
る
景
観
地
」
、「
流
通

往
来
に
関
す
る
景
観
地
」
が
複
合
し
た
景
観
で
す
。
河
川
・
道
路
・
橋
梁
・
ま
ち
な
み
・
建
造
物
・
石

造
物
が
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
「
重
要
な
構
成
要
素
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
旧
宮
村
に
位
置
し
、
地
域
の
歴
史
と
信
仰
を
伝
え
る
重
要
な
構
成
要

素
で
あ
る
「
貿
上
醤
油
店
」と
「
合
資
会
社
鍋
屋
本
店
」を
紹
介
し
ま
す
。

●
貿
上
醤
油
店

大
正
7
年
か
ら
醤
油
醸
造
業
を
営
む
商
家

建
築
で
す
。

2
階
建
て
の
店
が
通
り
に
面
し
て
建
ち
、

そ
の
奥
に
主
屋
が
続
き
ま
す
。
明
治
末
の
屋

敷
蔵
と
大
正
期
竣
工
の
味
噌
蔵
、
工
場
、
レ
ン

ガ
煙
突
が
残
り
、
近
代
期
の
産
業
施
設
を
伝

え
残
し
て
い
ま
す
。

●
合
資
会
社
鍋
屋
本
店

８
代
続
く
荒
物
屋
で
す
。

通
り
に
面
し
て
建
つ
店
舗
に
直
交
す
る
形

で
主
屋
が
続
き
、
い
ず
れ
も
明
治
33
年
頃
の

竣
工
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
屋
根
は
切

妻
造
茅
葺
の
形
態
で
あ
り
、
長
井
の
商
家
の

典
型
的
な
形
式
を
伝
え
残
す
貴
重
な
商
家
建

築
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　

市
文
化
生
涯
学
習
課
☎（
84
）
7
6
7
7

◆
重
要
な
構
成
要
素

　建
造
物
編
⑥

　菅原白龍(1833～1898)は幕末から明治にかけての南画(山水画)家で、明治17

年(1884)、51才の時に東京へ移住して中央でも活躍しました。その白龍が上京

する少し前、ふるさとへ寄せる思いを日記に書いています。

　ある都
みやこ

人
びと

が長井へやってきて、「郷
さと

人
びと

は木の芽・草の葉を食する事甚だ多し。ほ

とんど牛馬に類
たぐい

す」と言う。私はたわむれに七
しちごん

言絶
ぜ っ く

句の漢詩を作って応えた。

日記にはさらに続けて書かれています。「ふるさとの野菜や穀物は美味にして、

栄養ある大豆で作った味
み そ

噌もまた同様。置賜は海が遠く海
うみざかな

魚に乏しいが、乾いた

魚や塩漬けの魚が人の背で運ばれてくる。それはそれでまた美味ではあるけれ

ども、白川の鮎・松川(最上川)の鰻
うなぎ

、野川の鱒
ます

もまた格別である」と。

　地域に育まれた郷土の滋
じ み

味あふれる食を通して、白龍のふるさとへの強い思いを

感じることができる日記です。

　今回は、時庭出身の菅原白龍の日記（明治13年1月11日）を紹介します。

▲村祭りの図(個人蔵)

　明治17年春  菅原白龍画

長井市史通史第1巻(原始・古代・中世編) 好評発売中です。≪税込価格3,300円≫

[販売取扱] 各地区コミュニティセンター、文教の杜ながい、古代の丘資料館、川のみなと長井、市役所内売店、八文字屋長井店、三浦屋書店、風間書店

都人休笑馬相似

百草食来還不死

天下味美何者冠

飢余粥矣渇余水

　
都人笑いを休

や

めよ　馬に相
あ い に

似たり (起)

　百草食ひ来たりて還
ま

た死なず (承)

　天下の美味　何者か冠
かん

たらんや (転)

　飢えて余る粥
かゆ

　渇
かっ

して余る水 (結)
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年(1884)、51才の時に東京へ移住して中央でも活躍しました。その白龍が上京
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味あふれる食を通して、白龍のふるさとへの強い思いを

感じることができる日記です。
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長井市史通史第1巻(原始・古代・中世編) 好評発売中です。≪税込価格3,300円≫
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2
0
1
9
が
10
月
6
日
、
桑
島
記
念
館
前
駐

車
場
と
本
町
商
店
街
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
よ
う

と
本
町
大
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
鈴
木
英

明
理
事
長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
21
回
目
。

市
内
各
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
団
体
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

地
元
グ
ル
メ
な
ど
が
集
結
し
た
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
や
一
部
通
行
止
め
し
た
道
路
を
キ
ャ
ン

パ
ス
に
し
た
ら
く
が
き
広
場
な
ど
多
彩
な
催

し
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
達
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

商店街で楽しいひと時
もとまち青空フェスティバル2019

2
0
1
9
年
第
11
回
日
韓
若
手
音
楽
家

交
流
コ
ン
サ
ー
ト
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
2
が
10

月
22
日
、
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
韓
両
国
の
文
化
的
交
流

や
地
方
の
活
性
化
を
目
的
に
、
日
韓
若
手

音
楽
家
交
流
委
員
会
（
野
川
等
代
表
幹
事
）

が
主
催
。
同
コ
ン
サ
ー
ト
は
10
月
12
日
の

ソ
ウ
ル
公
演
を
皮
切
り
に
、
九
州
・
富
山

な
ど
全
国
7
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
来

場
者
は
日
韓
の
若
手
音
楽
家
で
共
に
ス
イ

ス
の
バ
ー
ゼ
ル
音
楽
院
出
身
の
イ
・
ミ
ソ

ル
さ
ん
、
松
本
富
有
樹
さ
ん
に
よ
る
ギ

タ
ー
の
演
奏
を
楽
し
み
、
会
場
は
美
し
い

音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

美しい音色の共演
日韓若手音楽家交流コンサート

第
12
回
長
井
1
0
0
0
人
い
も
煮
会

2
0
1
9
が
9
月
29
日
、
あ
や
め
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
天
気
予
報
が

雨
の
た
め
河
川
敷
か
ら
会
場
を
移
動
。
来

場
者
は
直
径
2
㍍
の
大
鍋
な
ど
で
調
理
さ

れ
た
「
極
上
い
も
煮
」
「
旨
S
I
O
い
も

煮
」
「
と
ん
こ
つ
い
も
煮
」
の
3
種
類
の

い
も
煮
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

の
小
学
生
が
会
社
の
仕
組
み
を
学
び
な
が

ら
商
品
を
考
案
し
、
自
ら
販
売
を
体
験
す

る
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
in

長
井
」
も
同
会
場
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

達
は
接
客
や
会
計
作
業
な
ど
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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末長い相互交流を
リヒテンシュタインと覚書締結

市
長
を
団
長
と
す
る
欧
州
訪
問
団
8
人

が
10
月
1
日
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
の

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
2
0
2
0
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
相
互
交
流
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
欧
州
訪
問
団
は
９
月
27
日
～
10
月
6

日
の
日
程
で
長
井
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

バ
ー
ト
・
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
市
（
ド
イ
ツ
）
や

同
市
の
姉
妹
都
市
の
グ
ラ
ー
ル
ス
・
ノ
ル

ド
市
（
ス
イ
ス
）
と
プ
ル
カ
ー
ス
ド
ル
フ
市

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
な
ど
欧
州
４
カ
国
を
訪

問
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
時
に
合
わ
せ
て
開
催
予
定
の

市
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
へ
招
待
し
ま
し
た
。

か
も
し
か
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
よ
る
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
が
9
月
26
日
、
市
民
駐
車
場
か

ら
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
長
井
支
店
の
区
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
幼
児
の
交
通
安
全
教

育
と
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
啓
発
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た

市
内
保
育
施
設
の
年
長
児
２
０
０
人
は
、
澄

み
き
っ
た
青
空
の
も
と
、
パ
レ
ー
ド
や
「
あ

か
・
あ
お
・
き
い
ろ
」
の
お
遊
戯
を
元
気
い
っ

ぱ
い
披
露
。
ま
た
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の
代
表

園
児
が
交
通
安
全
の
誓
い
を
宣
言
し
、
会
場

に
駆
け
付
け
た
家
族
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
温
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

みんなで守ろう！お約束
かもしかクラブ交通安全パレード

防火・防災意識を高めよう！
西置賜防災フェスタ2019

西
置
賜
防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
が
9

月
28
日
、
西
置
賜
消
防
本
部
・
防
災
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
後
、
長
井
市
消
防
団
第
2
分
団
の
女

性
団
員
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
る

「
予
防
消
防
を
考
え
る
女
性
の
会
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
防
火
紙
芝
居
が
披
露
さ
れ
、
参

加
し
た
子
ど
も
達
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
他
、
防
災
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
放
水
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
防
災
に
関
す
る
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
み
な
が

ら
防
火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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